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M
マ イ ス

ICE誘致拡大に向けた
社寺の取り組み

“ Ｍ：ミーティング ”、“Ｉ：インセンティブ ”、“ Ｃ：コンベンション ”、“E：イベント・エキシビション ” の

頭文字をとった『ＭＩＣＥ』。

国際会議の開催や企業の報奨旅行などの総称で、これらを呼び込むことは、

都市の知名度向上や高い経済波及効果につながることが期待される。

これら国際会議などの開催に際しレセプションやイベントの会場として、

社寺が今注目を集めている。

ＭＩＣＥを巡る最新の動向をご紹介する。

巻 頭 特 集

＜表１＞ユニークベニュー施設リスト（一部抜粋）

＜表2＞「MICE誘致拡大に向けたユニークベニュー活用推進事業」

外
国
人
旅
行
者
の
増
加
に
伴
い

重
要
性
が
増
す
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
開
催
は
、
地
域
の
知

名
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
参
加
者

の
滞
在
日
数
が
長
く
支
出
が
多
い
こ

と
、
経
済
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

観
光
庁
で
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
・
開
催

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
際
会
議
や
企
業
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
レ
セ
プ
シ
ョン
や
イ
ベ

ン
ト
を
「
歴
史
的
建
造
物
」「
神
社
仏

閣
」「
博
物
館
・
美
術
館
」
な
ど
で
行

う
こ
と
で
、
日
本
の
文
化
や
地
域
な

ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
こ
と

か
ら
、
観
光
庁
で
も
こ
れ
ら
の
場
所

を
ユニ
ー
ク
べニュ
ー（
＝
特
別
な
場
所
）

と
し
て
、
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し

て
い
る
（
表
1
）。

実
際
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

に
は
「
国
際
専
門
家
会
合
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
」
を
仙
台
市
の
遺
跡
博
物
館
「
地

底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
開
催
。「
国

際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
『
Ｈ
ａ
ｃ
ｋ 

Ｏｓａ
ｋａ 

２
０
１
５
』
前
夜
祭
」
を

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
大

阪
市
の
「
山
本
能
楽
堂
」
で
行
う
な

ど
の
例
が
あ
る
。

特
に
日
本
文
化
の
発
信
を
考
え
る

う
え
で
、
そ
の
効
果
が
か
な
り
期
待

で
き
る
の
が
「
神
社
仏
閣
」
だ
。

観
光
庁
は
、
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
度
に
新
た
な
事
業
と
し
て

「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
拡
大
に
向
け
た
ユ

ニ
ー
ク
ベニュ
ー
活
用
推
進
事
業
」
を

公
募
。
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー
で
開
催
さ

れ
る
会
議
や
講
演
会
な
ど
の
開
催

を
支
援
し
て
い
る
。
今
年
度
2
回
の

選
定
委
員
会
が
開
か
れ
左
の
９
件
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
が
決
定
し
た（
表

2
）。この

中
に
は
神
社
仏
閣
も
複
数
選

ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
「
Ｉ
Ｈ
Ｒ

Ａ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」*

１
の
開
催
地

で
あ
り
、
昨
年
10
月
文
部
科
学
省
が

主
催
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ワ
ー

ル
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
分
科
会
〝
ク

リ
ス
タ
ル
ア
ワ
ー
ド
受
賞
者
と
の
特

別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〟
が
開
催
さ
れ

た
妙
心
寺 

退た
い
ぞ
う
い
ん

蔵
院
の
松ま

つ
や
ま
だ
い
こ
う

山
大
耕
副

住
職
と
、
主
催
者
の
文
部
科
学
省
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
準
備
室 

藤ふ

じ

さ

わ

く

み

沢
久
美
リ
ー
ダ
ー
に

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

●5th International Congress on Advanced Applied Informatics 
桜の馬場城彩苑（熊本県熊本市）

●ICIA2016 & ICESS2016 栗林公園商工奨励館（香川県高松市）

●第77回応用物理学会秋季学術講演会 ピアBandai（新潟県新潟市）

●国際メトロポリス会議2016愛知・名古屋 熱田神宮（愛知県名古屋市）

●第22回アジア南太平洋設計自動化会議2017 千葉市美術館（千葉県
千葉市）

●IHRA国際フォーラム 妙心寺退蔵院（京都府京都市）

●第40回国際外科学会世界総会 元離宮二条城（京都市中京区）

●BioJapan2016 横浜美術館（神奈川県横浜市）

●International Conference on Rheology 2016 東映京都スタジオ
（京都府京都市）

【
北
海
道
】

●
野
外
博
物
館

　北
海
道
開
拓
の
村（
博
物
館
、

美
術
館
）●
有
珠
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂 

洞
爺
湖

展
望
台
、山
麓
屋
外
デ
ッ
キ（
そ
の
他
）●
モ
エ
レ

沼
公
園（
公
園
）●
札
幌
芸
術
の
森（
そ
の
他
）

【
宮
城
県
】

●
仙
台
市
博
物
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
旧
伊

達
邸 

鍾
景
閣（
歴
史
的
建
造
物
、庭
園
）●
宗
教

法
人 

圓
通
院（
神
社
仏
閣
）●
丸
文
松
島
汽
船

株
式
会
社（
船
舶
）

【
新
潟
県
】

●
新
潟
市
旧
齋
藤
家
別
邸（
歴
史
的
建
造
物
、庭

園
）●
北
前
船
の
時
代
館 

新
潟
市
文
化
財 

旧
小

澤
家
住
宅（
歴
史
的
建
造
物
）●
ぽ
る
と
カ
ー
ブ

ド
ッ
チ（
歴
史
的
建
造
物
）●
一
般
財
団
法
人 

北

方
文
化
博
物
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
五
十
嵐

邸
ガ
ー
デ
ン（
歴
史
的
建
造
物
、庭
園
）

【
東
京
都
】

●
東
京
国
立
博
物
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
国

立
科
学
博
物
館
付
属
自
然
教
育
園（
博
物
館
・
美

術
館
）●
日
本
科
学
未
来
館（
博
物
館
・
美
術
館
）

●
関
口
美
術
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
ス
パ
イ
ラ

ル（
博
物
館
・
美
術
館
）●
印
刷
博
物
館（
博
物

館
・
美
術
館
）●
東
京
都
現
代
美
術
館（
博
物
館
・

美
術
館
）●
出
光
美
術
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●

東
京
都
美
術
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
公
益
財

団
法
人 

東
洋
文
庫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
博
物
館
・
美

術
館
）●
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京（
庭
園
）

【
神
奈
川
県
】

●
横
浜
能
楽
堂（
能
楽
堂
）●O

rbi Yokoham
a

（
博
物
館
・
美
術
館
）●
三
菱
み
な
と
み
ら
い
技
術

館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
三
渓
園 

鶴
翔
閣（
歴

史
的
建
造
物
、庭
園
）●
横
浜
美
術
館（
博
物
館
・

美
術
館
）

【
愛
知
県
】

●
名
古
屋
城（
歴
史
的
建
造
物
）●
ト
ヨ
タ
産
業

技
術
記
念
館（
博
物
館
・
美
術
館
、歴
史
的
建
造

物
）●
リ
ニ
ア 

鉄
道
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
ノ

リ
タ
ケ
の
森（
歴
史
的
建
造
物
、公
園
）●
公
益
財

団
法
人 

徳
川
黎
明
会 

徳
川
美
術
館（
博
物
館
・

美
術
館
）

【
大
阪
府
】

●
一
般
社
団
法
人 

大
阪
倶
楽
部（
歴
史
的
建

造
物
）●
公
益
財
団
法
人 

山
本
能
楽
堂（
歴
史

的
建
造
物
）●
旧
桜
宮
公
会
堂（
歴
史
的
建
造

物
）●
大
阪
市
中
央
公
会
堂（
歴
史
的
建
造
物
）

【
香
川
県
】

●
栗
林
公
園
商
工
奨
励
館（
庭
園
）●
史
跡
高

松
城
跡 

玉
藻
公
園（
歴
史
的
建
造
物
）

【
広
島
県
】

●
広
島
県
縮
景
園（
庭
園
）●
公
益
財
団
法
人 

ひ
ろ
し
ま
美
術
館（
博
物
館
・
美
術
館
）

【
福
岡
県
】

●
九
州
国
立
博
物
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
大

濠
公
園
能
楽
堂（
能
楽
堂
）●
旧
藏
内
邸（
歴
史

的
建
造
物
・
庭
園
）●
嘉
穂
劇
場（
歴
史
的
建
造

物
）●
旧
三
井
港
倶
楽
部（
歴
史
的
建
造
物
）●

伊
都
国
博
物
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
旧
門
司

三
井
倶
楽
部（
歴
史
的
建
造
物
）●
三
宜
楼（
歴

史
的
建
造
物
）●
小
倉
城（
歴
史
的
建
造
物
）●

西
日
本
工
業
倶
楽
部
会
館（
歴
史
的
建
造
物
）

【
佐
賀
県
】

●
佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館（
博
物
館
・
美

術
館
）●
佐
賀
県
立
博
物
館
・
美
術
館（
博
物

館
・
美
術
館
）

【
大
分
県
】

●
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
総
合
競
技
場（
ス
タ
ジ
ア

ム
）

【
宮
崎
県
】

●
宮
崎
県
庁
・
前
庭（
そ
の
他
）●
フ
ロ
ー
ラ
ン
テ

宮
崎（
公
園
）

【
鹿
児
島
県
】

●
名
勝
仙
厳
園
尚
古
集
成
館（
歴
史
的
建
造

物
・
庭
園
）

【
沖
縄
県
】

●
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷 

ケ
イ
ブ
カ
フ
ェ（
鍾
乳
洞
・

古
代
遺
跡
）●
東
南
植
物
楽
園（
植
物
園
）

＊1
IHRA：一般社団法人国際高速鉄道協会

（INTERNATIONAL HIGH-SPEED RAIL ASSOCIATION）。

IHRAは、高速鉄道建設計画を検討する国に対し、Crash Avoidance（衝突回避）の原則を踏まえ、
各地域の実情に適応しつつ、安全な高速鉄道システムを目指す国々と情報や知見を共有するなど、
国際的な協力を推進し、高速鉄道の発展に寄与することを目的とした活動を行っている。※同協会
HPより抜粋
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る
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ら
に
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会
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や
企
業
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
レ
セ
プ
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や
イ
ベ

ン
ト
を
「
歴
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的
建
造
物
」「
神
社
仏

閣
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博
物
館
・
美
術
館
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な
ど
で
行

う
こ
と
で
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本
の
文
化
や
地
域
な

ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
こ
と

か
ら
、
観
光
庁
で
も
こ
れ
ら
の
場
所

を
ユニ
ー
ク
べニュ
ー（
＝
特
別
な
場
所
）

と
し
て
、
積
極
的
な
利
用
を
推
進
し

て
い
る
（
表
1
）。

実
際
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

に
は
「
国
際
専
門
家
会
合
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
」
を
仙
台
市
の
遺
跡
博
物
館
「
地

底
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
開
催
。「
国

際
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
『
Ｈ
ａ
ｃ
ｋ 

Ｏｓａ
ｋａ 

２
０
１
５
』
前
夜
祭
」
を

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
大

阪
市
の
「
山
本
能
楽
堂
」
で
行
う
な

ど
の
例
が
あ
る
。

特
に
日
本
文
化
の
発
信
を
考
え
る

う
え
で
、
そ
の
効
果
が
か
な
り
期
待

で
き
る
の
が
「
神
社
仏
閣
」
だ
。

観
光
庁
は
、
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
度
に
新
た
な
事
業
と
し
て

「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
拡
大
に
向
け
た
ユ

ニ
ー
ク
ベニュ
ー
活
用
推
進
事
業
」
を

公
募
。
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー
で
開
催
さ

れ
る
会
議
や
講
演
会
な
ど
の
開
催

を
支
援
し
て
い
る
。
今
年
度
2
回
の

選
定
委
員
会
が
開
か
れ
左
の
９
件
の

イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
が
決
定
し
た（
表

2
）。こ

の
中
に
は
神
社
仏
閣
も
複
数
選

ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
「
Ｉ
Ｈ
Ｒ

Ａ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」*

１
の
開
催
地

で
あ
り
、
昨
年
10
月
文
部
科
学
省
が

主
催
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ワ
ー

ル
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
分
科
会
〝
ク

リ
ス
タ
ル
ア
ワ
ー
ド
受
賞
者
と
の
特

別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〟
が
開
催
さ
れ

た
妙
心
寺 

退た
い
ぞ
う
い
ん

蔵
院
の
松ま

つ
や
ま
だ
い
こ
う

山
大
耕
副

住
職
と
、
主
催
者
の
文
部
科
学
省
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
準
備
室 

藤ふ

じ

さ

わ

く

み

沢
久
美
リ
ー
ダ
ー
に

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

●5th International Congress on Advanced Applied Informatics 
桜の馬場城彩苑（熊本県熊本市）

●ICIA2016 & ICESS2016 栗林公園商工奨励館（香川県高松市）

●第77回応用物理学会秋季学術講演会 ピアBandai（新潟県新潟市）

●国際メトロポリス会議2016愛知・名古屋 熱田神宮（愛知県名古屋市）

●第22回アジア南太平洋設計自動化会議2017 千葉市美術館（千葉県
千葉市）

●IHRA国際フォーラム 妙心寺退蔵院（京都府京都市）

●第40回国際外科学会世界総会 元離宮二条城（京都市中京区）

●BioJapan2016 横浜美術館（神奈川県横浜市）

●International Conference on Rheology 2016 東映京都スタジオ
（京都府京都市）
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北
海
道
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●
野
外
博
物
館

　北
海
道
開
拓
の
村（
博
物
館
、

美
術
館
）●
有
珠
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂 

洞
爺
湖

展
望
台
、山
麓
屋
外
デ
ッ
キ（
そ
の
他
）●
モ
エ
レ

沼
公
園（
公
園
）●
札
幌
芸
術
の
森（
そ
の
他
）

【
宮
城
県
】

●
仙
台
市
博
物
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
旧
伊

達
邸 

鍾
景
閣（
歴
史
的
建
造
物
、庭
園
）●
宗
教

法
人 

圓
通
院（
神
社
仏
閣
）●
丸
文
松
島
汽
船

株
式
会
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船
舶
）

【
新
潟
県
】

●
新
潟
市
旧
齋
藤
家
別
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歴
史
的
建
造
物
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園
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北
前
船
の
時
代
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新
潟
市
文
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財 

旧
小

澤
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建
造
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歴
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建
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法
人 

北

方
文
化
博
物
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
五
十
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ガ
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建
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園
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【
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京
都
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●
東
京
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館（
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物
館
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美
術
館
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国
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学
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館
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美

術
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本
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学
未
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美
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関
口
美
術
館（
博
物
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・
美
術
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ス
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美
術
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館（
博
物

館
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美
術
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）●
東
京
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術
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館
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美
術
館
）●
出
光
美
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館（
博
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美
術
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京
都
美
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美
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人 
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博
物
館
・
美

術
館
）●
ホ
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山
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東
京（
庭
園
）

【
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川
県
】

●
横
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能
楽
堂（
能
楽
堂
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rbi Yokoham
a

（
博
物
館
・
美
術
館
）●
三
菱
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と
み
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い
技
術

館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
三
渓
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鶴
翔
閣（
歴

史
的
建
造
物
、庭
園
）●
横
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美
術
館（
博
物
館
・

美
術
館
）

【
愛
知
県
】

●
名
古
屋
城（
歴
史
的
建
造
物
）●
ト
ヨ
タ
産
業

技
術
記
念
館（
博
物
館
・
美
術
館
、歴
史
的
建
造

物
）●
リ
ニ
ア 

鉄
道
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
ノ

リ
タ
ケ
の
森（
歴
史
的
建
造
物
、公
園
）●
公
益
財

団
法
人 

徳
川
黎
明
会 

徳
川
美
術
館（
博
物
館
・

美
術
館
）

【
大
阪
府
】

●
一
般
社
団
法
人 

大
阪
倶
楽
部（
歴
史
的
建

造
物
）●
公
益
財
団
法
人 

山
本
能
楽
堂（
歴
史

的
建
造
物
）●
旧
桜
宮
公
会
堂（
歴
史
的
建
造

物
）●
大
阪
市
中
央
公
会
堂（
歴
史
的
建
造
物
）

【
香
川
県
】

●
栗
林
公
園
商
工
奨
励
館（
庭
園
）●
史
跡
高

松
城
跡 

玉
藻
公
園（
歴
史
的
建
造
物
）

【
広
島
県
】

●
広
島
県
縮
景
園（
庭
園
）●
公
益
財
団
法
人 

ひ
ろ
し
ま
美
術
館（
博
物
館
・
美
術
館
）

【
福
岡
県
】

●
九
州
国
立
博
物
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
大

濠
公
園
能
楽
堂（
能
楽
堂
）●
旧
藏
内
邸（
歴
史

的
建
造
物
・
庭
園
）●
嘉
穂
劇
場（
歴
史
的
建
造

物
）●
旧
三
井
港
倶
楽
部（
歴
史
的
建
造
物
）●

伊
都
国
博
物
館（
博
物
館
・
美
術
館
）●
旧
門
司

三
井
倶
楽
部（
歴
史
的
建
造
物
）●
三
宜
楼（
歴

史
的
建
造
物
）●
小
倉
城（
歴
史
的
建
造
物
）●

西
日
本
工
業
倶
楽
部
会
館（
歴
史
的
建
造
物
）

【
佐
賀
県
】

●
佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館（
博
物
館
・
美

術
館
）●
佐
賀
県
立
博
物
館
・
美
術
館（
博
物

館
・
美
術
館
）

【
大
分
県
】

●
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
総
合
競
技
場（
ス
タ
ジ
ア

ム
）

【
宮
崎
県
】

●
宮
崎
県
庁
・
前
庭（
そ
の
他
）●
フ
ロ
ー
ラ
ン
テ

宮
崎（
公
園
）

【
鹿
児
島
県
】

●
名
勝
仙
厳
園
尚
古
集
成
館（
歴
史
的
建
造

物
・
庭
園
）

【
沖
縄
県
】

●
ガ
ン
ガ
ラ
ー
の
谷 

ケ
イ
ブ
カ
フ
ェ（
鍾
乳
洞
・

古
代
遺
跡
）●
東
南
植
物
楽
園（
植
物
園
）

＊1
IHRA：一般社団法人国際高速鉄道協会

（INTERNATIONAL HIGH-SPEED RAIL ASSOCIATION）。

IHRAは、高速鉄道建設計画を検討する国に対し、Crash Avoidance（衝突回避）の原則を踏まえ、
各地域の実情に適応しつつ、安全な高速鉄道システムを目指す国々と情報や知見を共有するなど、
国際的な協力を推進し、高速鉄道の発展に寄与することを目的とした活動を行っている。※同協会
HPより抜粋
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ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
会
場
と
し
て

社
寺
を
推
進
す
る
こ
と
に
共
感

東
京
大
学
大
学
院
を
卒
業
後
、

積
極
的
に
日
本
文
化
の
発
信
を
行

い
、２
０
０
９(

平
成
21)

年
に
は「
政

府
観
光
庁
Ｖ
ｉｓ
ｉ
ｔ 

Ｊａ
ｐ
ａ
ｎ
大

使
」、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に

は
「
京
都
観
光
お
も
て
な
し
大
使
」

に
任
命
さ
れ
た
臨
済
宗
大
本
山
妙
心

寺
退
蔵
院 

松
山
副
住
職
。
さ
ら
に

同
年
、日
本
の
禅
宗
を
代
表
し
、ヴ
ァ

チ
カ
ン
に
て
ロ
ー
マ
教
皇
に
謁
見
。

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
は
「
世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム（
ダ
ボ
ス
会
議
）」

に
も
出
席
す
る
な
ど
、
宗
教
者
と
い

う
垣
根
を
越
え
て
世
界
的
に
活
動
し

て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
仏
教
や
文

化
を
海
外
に
向
け
て
発
信
し
て
き
た

松
山
副
住
職
。
日
本
文
化
発
信
に

お
い
て
寺
院
が
果
た
せ
る
役
割
は
多

い
と
語
る
。「
日
本
に
は
非
常
に
ユニ
ー

ク
な
文
化
が
あ
り
、
そ
の
発
信
に
お

い
て
神
社
仏
閣
が
果
た
せ
る
役
割
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
れ
ゆ
え
、
観
光
庁
が
M
I
C
E
  

の
誘
致
、
そ
し
て
神
社
仏
閣
な
ど
を

ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
の
会
場
と
し
て
推
進

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
私
自
身
も

海
外
で
講
演
す
る
際
、
例
え
ば
イ
タ

リ
ア
で
は
ロ
ー
マ
時
代
に
建
て
ら
れ
た

教
会
や
大
使
公
邸
で
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
他
で

は
で
き
な
い
体
験
で
す
」
と
話
す
。

昨
年
10
月
、
退
蔵
院
で
開
催
さ

れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ･

文
化･

ワ
ー
ル
ド

･

フ
ォ
ー
ラ
ム
」〝
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ワ
ー

ド
受
賞
者
と
の
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
〟
で
は
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

*

２
が
選
ん
だ
国
際
社
会
の
文
化
交

流
と
世
界
平
和
に
貢
献
し
た
芸
術

家
や
文
化
人
に
授
与
す
る
賞
、
ク

リ
ス
タ
ル
ア
ワ
ー
ド
の
受
賞
者
、
ア

ナ
ン
ト
・
シ
ン
（
映
画
監
督
／
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
）、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
・
キ

ジ
ョ
ー
（
音
楽
家
）、
タ
ン・ス
ウ
ィ
ー

ヒ
ャ
ン
（
画
家
／
詩
人
／
思
想
家
／

作
家
）
の
３
名
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、

タ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
ヒ
ャ
ン
さ
ん
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

妙心寺 退蔵院　副住職  松山大耕さん

ワークショップの会場となった、退蔵院の方丈

(左)クリスタルアワード受賞者との特別ワークショップの様子。写真奥右より受賞者のタン・スウィーヒャン、アンジェリーク・キジョー、アナント・シ
ン、そして松山大耕副住職＠WFSC　(右上)クリスタルアワード受賞者であるアナント・シンさんのスピーチの様子＠WFSC　(右下)タン・ス
ウィーヒャンさんによるパフォーマンス＠WFSC

M
I
C
E
事
例
：
妙
心
寺
退
蔵
院
副
住
職 

松
山
大
耕
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
省
　
藤
沢
久
美
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

社
寺
だ
か
ら
こ
そ
叶
う
日
本
文
化
の
発
信
と

〝
心
の
お
土
産
〟と
な
る
仕
掛
け
づ
く
り

会
場
と
し
て
退
蔵
院
が
選
ば
れ
た
理

由
を
、
主
催
者
の
文
部
科
学
省
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
準
備
室
リ
ー
ダ
ー
の
藤
沢
久
美

さ
ん
は
、「
世
界
的
著
名
人
で
あ
る

受
賞
者
が
素
敵
だ
と
感
じ
、
か
つ
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
会
場
が
必
要
で
し

た
。
特
に
タ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
ヒ
ャ
ン
さ

ん
は
、
過
去
に
妙
心
寺
の
高
僧
と
交

流
さ
れ
た
経
験
を
お
持
ち
だ
っ
た
の

も
理
由
の一つ
で
す
」
と
語
る
。

食
事
を
提
供
で
き
広
い
本
堂
が
あ
る

寺
院
は
設
備
が
整
っ
て
い
る

要
人
対
応
の
経
験
豊
富
な
松
山

副
住
職
は
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う

に
振
り
返
る
。「
そ
う
い
っ
た
会
場
を

社
寺
が
担
う
に
は
、
そ
れ
な
り
の
心

が
け
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

単
な
る
〝
場
所
貸
し
〟
で
は
だ
め
で
、

何
か
し
ら
〝
心
の
お
土
産
〟
を
持
っ

て
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
掛
け

を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
通
訳

を
介
さ
ず
私
が
直
接
話
を
す
る
な

り
、
何
か
文
化
体
験
し
て
も
ら
う
な

り
、
仏
教
や
日
本
の
文
化
の
香
り
を

感
じ
て
も
ら
う
。
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
お
い
て
も
、
日
本
庭
園
を
眺
め

な
が
ら
の
季
節
の
和
菓
子
と
お
茶
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
」

た
だ
、
多
く
の
寺
院
で
は
、
海
外

か
ら
参
加
者
を
受
け
入
れ
る
体
制

や
設
備
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
多

い
。
そ
れ
に
つ
い
て
松
山
副
住
職
は

「
寺
院
は
、
法
事
な
ど
の
際
に
訪
れ

る
方
に
食
事
を
出
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
に
お
食
事
を
提
供
で
き
、

広
い
本
堂
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
で

に
会
議
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催

す
る
設
備
が
整
っ
て
い
る
の
で
す
」
と

寺
院
で
の
受
け
入
れ
態
勢
に
不
安
は

少
な
い
と
語
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
細
か
い
配
慮
も
必
要

だ
。
座
布
団
に
慣
れ
て
な
い
海
外
か

ら
の
来
訪
者
に
は
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス

を
用
意
。
お
手
洗
い
も
洋
式
に
し
て

い
る
。「
あ
と
は
、
や
は
り
海
外
の
方

は
靴
の
ま
ま
上
が
ろ
う
と
す
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で（
笑
）、
靴
を
脱

い
で
お
あ
が
り
く
だ
さ
い
、
と
い
う
掲

示
は
必
要
で
し
ょ
う
ね
。
英
語
で
の

表
示
よ
り
イ
ラ
ス
ト
で
示
す
方
が
よ

い
と
思
い
ま
す
」

今
、国
際
会
議
に
求
め
ら
れ
る

精
神
性
を
か
も
し
出
す
会
場
演
出

昨
年
10
月
、
退
蔵
院
が
開
催
地

で
あ
る
「
I
H
R
A
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
「
M
I
C
E
の
誘
致
拡
大

に
向
け
た
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー
活
用
促

進
事
業
」
と
し
て
観
光
庁
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
主
催
者
も
、
退
蔵
院
で
の
開

催
に
特
別
な
意
味
を
感
じ
て
い
る
よ

う
だ
。
そ
れ
に
つ
い
て
松
山
副
住
職

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。「
こ

の
場
所
は
『
日
本
の
技
術
と
い
う
の

は
見
え
な
い
と
こ
ろ
を
大
事
に
し
て

い
る
』
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
と
し
て
最
適
な
の
で
す
。
本
堂
の

建
具
や
襖
は
4
0
0
年
経
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
の
年
月
に
耐
え
う

る
だ
け
の
技
術
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
鉄
道
の
技
術
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
に
は
、
も
っ
て
こ
い
の
場

所
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
す
」

さ
ら
に
、
海
外
旅
行
者
の
新
た
な

ニ
ー
ズ
に
お
い
て
も
神
社
仏
閣
が
果

た
す
役
割
は
大
き
い
よ
う
だ
。
松
山

副
住
職
に
よ
れ
ば
「
京
都
観
光
は
、

単
な
る
名
所
め
ぐ
り
か
ら
少
人
数
で

の
〝
体
験
〟
を
求
め
る
形
、
つ
ま
り

〝seeing

〟
か
ら
〝doing

〟
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
近
は
、
旅
の

な
か
に
精
神
性
を
求
め
る
〝being

〟

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
幸
せ
と
は

何
か
、
な
ぜ
自
分
は
仕
事
を
し
て
い

る
の
か･･･

家
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
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き
方
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
も
の

を
求
め
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
の
は
、
ま

さ
に
神
社
仏
閣
だ
と
思
い
ま
す
」

今
、
国
際
会
議
の
会
場
に
も
、
こ

の
よ
う
な
精
神
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
に
違
い
な
い
。

主
催
側
・
文
部
科
学
省
が
考
え
る

社
寺
に
お
け
る

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
の
意
義

一
方
、「
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ワ
ー
ド
受

賞
者
と
の
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
主
催
し
た
文
部
科
学
省
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

準
備
室
リ
ー
ダ
ー
の
藤
沢
久
美
さ
ん

は
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
成
功
裏
に
開

催
で
き
た
要
因
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
る
。「
退
蔵
院
の
会
場
と
し
て
の

魅
力
が
非
常
に
高
く
、
日
常
と
非
日

常
を
併
せ
持
つ
歴
史
的
な
空
間
に
身

を
置
く
こ
と
で
、
出
演
者
・
参
加
者

に
自
然
と
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
そ
の
も
の
に
個
性
が
備

わ
っ
て
い
る
の
で
、
敢
え
て
作
り
込
ん

だ
演
出
を
用
意
す
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」

参
加
者
と
の一
体
感
を

自
然
と
生
み
出
す
歴
史
的
空
間

参
加
者
か
ら
も
好
評
だ
っ
た
よ
う

で
、「
登
壇
者
か
ら
も
こ
こ
で
の
基
調

講
演
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
大
変
印

象
深
か
っ
た
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
」
と
藤
沢
リ
ー
ダ
ー
。

さ
ら
に
今
後
、
こ
の
よ
う
な
国
際
的

な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
を
、
神
社
仏
閣

な
ど
を
活
用
し
て
開
催
す
る
こ
と
に

つ
い
て
藤
沢
リ
ー
ダ
ー
は
、「
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
は
、
受
賞
者
の
来
日

や
松
山
副
住
職
の
お
力
添
え
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
が
重
な
っ
て
の
実

現
で
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寺
な
ど
で
の

開
催
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
や
会
議
の
ご
相
談
を
し
た

く
な
っ
た
際
に
、
ご
協
力
い
た
だ
け

る
お
寺
や
神
社
に
関
す
る
連
絡
先
や

会
場
の
諸
情
報
な
ど
の
一
覧
な
ど
が

あ
る
と
検
討
し
や
す
い
か
と
思
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。
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ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
会
場
と
し
て

社
寺
を
推
進
す
る
こ
と
に
共
感

東
京
大
学
大
学
院
を
卒
業
後
、

積
極
的
に
日
本
文
化
の
発
信
を
行

い
、２
０
０
９(

平
成
21)

年
に
は「
政

府
観
光
庁
Ｖ
ｉｓ
ｉ
ｔ 

Ｊａ
ｐ
ａ
ｎ
大

使
」、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に

は
「
京
都
観
光
お
も
て
な
し
大
使
」

に
任
命
さ
れ
た
臨
済
宗
大
本
山
妙
心

寺
退
蔵
院 

松
山
副
住
職
。
さ
ら
に

同
年
、日
本
の
禅
宗
を
代
表
し
、ヴ
ァ

チ
カ
ン
に
て
ロ
ー
マ
教
皇
に
謁
見
。

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
は
「
世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム（
ダ
ボ
ス
会
議
）」

に
も
出
席
す
る
な
ど
、
宗
教
者
と
い

う
垣
根
を
越
え
て
世
界
的
に
活
動
し

て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
仏
教
や
文

化
を
海
外
に
向
け
て
発
信
し
て
き
た

松
山
副
住
職
。
日
本
文
化
発
信
に

お
い
て
寺
院
が
果
た
せ
る
役
割
は
多

い
と
語
る
。「
日
本
に
は
非
常
に
ユニ
ー

ク
な
文
化
が
あ
り
、
そ
の
発
信
に
お

い
て
神
社
仏
閣
が
果
た
せ
る
役
割
は

大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
れ
ゆ
え
、
観
光
庁
が
M
I
C
E
  

の
誘
致
、
そ
し
て
神
社
仏
閣
な
ど
を

ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
の
会
場
と
し
て
推
進

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
私
自
身
も

海
外
で
講
演
す
る
際
、
例
え
ば
イ
タ

リ
ア
で
は
ロ
ー
マ
時
代
に
建
て
ら
れ
た

教
会
や
大
使
公
邸
で
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
他
で

は
で
き
な
い
体
験
で
す
」
と
話
す
。

昨
年
10
月
、
退
蔵
院
で
開
催
さ

れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ･

文
化･

ワ
ー
ル
ド

･

フ
ォ
ー
ラ
ム
」〝
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ワ
ー

ド
受
賞
者
と
の
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
〟
で
は
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

*

２
が
選
ん
だ
国
際
社
会
の
文
化
交

流
と
世
界
平
和
に
貢
献
し
た
芸
術

家
や
文
化
人
に
授
与
す
る
賞
、
ク

リ
ス
タ
ル
ア
ワ
ー
ド
の
受
賞
者
、
ア

ナ
ン
ト
・
シ
ン
（
映
画
監
督
／
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
）、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
・
キ

ジ
ョ
ー
（
音
楽
家
）、
タ
ン・ス
ウ
ィ
ー

ヒ
ャ
ン
（
画
家
／
詩
人
／
思
想
家
／

作
家
）
の
３
名
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、

タ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
ヒ
ャ
ン
さ
ん
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

妙心寺 退蔵院　副住職  松山大耕さん

ワークショップの会場となった、退蔵院の方丈
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M
I
C
E
事
例
：
妙
心
寺
退
蔵
院
副
住
職 

松
山
大
耕
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
省
　
藤
沢
久
美
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

社
寺
だ
か
ら
こ
そ
叶
う
日
本
文
化
の
発
信
と

〝
心
の
お
土
産
〟と
な
る
仕
掛
け
づ
く
り

会
場
と
し
て
退
蔵
院
が
選
ば
れ
た
理

由
を
、
主
催
者
の
文
部
科
学
省
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
準
備
室
リ
ー
ダ
ー
の
藤
沢
久
美

さ
ん
は
、「
世
界
的
著
名
人
で
あ
る

受
賞
者
が
素
敵
だ
と
感
じ
、
か
つ
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
会
場
が
必
要
で
し

た
。
特
に
タ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
ヒ
ャ
ン
さ

ん
は
、
過
去
に
妙
心
寺
の
高
僧
と
交

流
さ
れ
た
経
験
を
お
持
ち
だ
っ
た
の

も
理
由
の一つ
で
す
」
と
語
る
。

食
事
を
提
供
で
き
広
い
本
堂
が
あ
る

寺
院
は
設
備
が
整
っ
て
い
る

要
人
対
応
の
経
験
豊
富
な
松
山

副
住
職
は
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う

に
振
り
返
る
。「
そ
う
い
っ
た
会
場
を

社
寺
が
担
う
に
は
、
そ
れ
な
り
の
心

が
け
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

単
な
る
〝
場
所
貸
し
〟
で
は
だ
め
で
、

何
か
し
ら
〝
心
の
お
土
産
〟
を
持
っ

て
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
掛
け

を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
通
訳

を
介
さ
ず
私
が
直
接
話
を
す
る
な

り
、
何
か
文
化
体
験
し
て
も
ら
う
な

り
、
仏
教
や
日
本
の
文
化
の
香
り
を

感
じ
て
も
ら
う
。
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
お
い
て
も
、
日
本
庭
園
を
眺
め

な
が
ら
の
季
節
の
和
菓
子
と
お
茶
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
」

た
だ
、
多
く
の
寺
院
で
は
、
海
外

か
ら
参
加
者
を
受
け
入
れ
る
体
制

や
設
備
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
多

い
。
そ
れ
に
つ
い
て
松
山
副
住
職
は

「
寺
院
は
、
法
事
な
ど
の
際
に
訪
れ

る
方
に
食
事
を
出
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
に
お
食
事
を
提
供
で
き
、

広
い
本
堂
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
で

に
会
議
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催

す
る
設
備
が
整
っ
て
い
る
の
で
す
」
と

寺
院
で
の
受
け
入
れ
態
勢
に
不
安
は

少
な
い
と
語
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
細
か
い
配
慮
も
必
要

だ
。
座
布
団
に
慣
れ
て
な
い
海
外
か

ら
の
来
訪
者
に
は
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス

を
用
意
。
お
手
洗
い
も
洋
式
に
し
て

い
る
。「
あ
と
は
、
や
は
り
海
外
の
方

は
靴
の
ま
ま
上
が
ろ
う
と
す
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で（
笑
）、
靴
を
脱

い
で
お
あ
が
り
く
だ
さ
い
、
と
い
う
掲

示
は
必
要
で
し
ょ
う
ね
。
英
語
で
の

表
示
よ
り
イ
ラ
ス
ト
で
示
す
方
が
よ

い
と
思
い
ま
す
」

今
、国
際
会
議
に
求
め
ら
れ
る

精
神
性
を
か
も
し
出
す
会
場
演
出

昨
年
10
月
、
退
蔵
院
が
開
催
地

で
あ
る
「
I
H
R
A
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
「
M
I
C
E
の
誘
致
拡
大

に
向
け
た
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー
活
用
促

進
事
業
」
と
し
て
観
光
庁
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
主
催
者
も
、
退
蔵
院
で
の
開

催
に
特
別
な
意
味
を
感
じ
て
い
る
よ

う
だ
。
そ
れ
に
つ
い
て
松
山
副
住
職

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。「
こ

の
場
所
は
『
日
本
の
技
術
と
い
う
の

は
見
え
な
い
と
こ
ろ
を
大
事
に
し
て

い
る
』
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

場
と
し
て
最
適
な
の
で
す
。
本
堂
の

建
具
や
襖
は
4
0
0
年
経
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
の
年
月
に
耐
え
う

る
だ
け
の
技
術
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
鉄
道
の
技
術
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
に
は
、
も
っ
て
こ
い
の
場

所
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
す
」

さ
ら
に
、
海
外
旅
行
者
の
新
た
な

ニ
ー
ズ
に
お
い
て
も
神
社
仏
閣
が
果

た
す
役
割
は
大
き
い
よ
う
だ
。
松
山

副
住
職
に
よ
れ
ば
「
京
都
観
光
は
、

単
な
る
名
所
め
ぐ
り
か
ら
少
人
数
で

の
〝
体
験
〟
を
求
め
る
形
、
つ
ま
り

〝seeing

〟
か
ら
〝doing

〟
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
近
は
、
旅
の

な
か
に
精
神
性
を
求
め
る
〝being

〟

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
幸
せ
と
は

何
か
、
な
ぜ
自
分
は
仕
事
を
し
て
い

る
の
か･･･

家
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
も

＊2　世界経済フォーラム：グローバル・シチズンシップの精神に則り、パブリック・プライベート両セクターの協力を通じて、世界情勢の改善に取り組む国際機関。
　　  ※同フォーラム日本事務所のHPより抜粋 生

き
方
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
も
の

を
求
め
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
の
は
、
ま

さ
に
神
社
仏
閣
だ
と
思
い
ま
す
」

今
、
国
際
会
議
の
会
場
に
も
、
こ

の
よ
う
な
精
神
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
に
違
い
な
い
。

主
催
側
・
文
部
科
学
省
が
考
え
る

社
寺
に
お
け
る

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
の
意
義

一
方
、「
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ワ
ー
ド
受

賞
者
と
の
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
主
催
し
た
文
部
科
学
省
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

準
備
室
リ
ー
ダ
ー
の
藤
沢
久
美
さ
ん

は
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
成
功
裏
に
開

催
で
き
た
要
因
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
る
。「
退
蔵
院
の
会
場
と
し
て
の

魅
力
が
非
常
に
高
く
、
日
常
と
非
日

常
を
併
せ
持
つ
歴
史
的
な
空
間
に
身

を
置
く
こ
と
で
、
出
演
者
・
参
加
者

に
自
然
と
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
そ
の
も
の
に
個
性
が
備

わ
っ
て
い
る
の
で
、
敢
え
て
作
り
込
ん

だ
演
出
を
用
意
す
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
」

参
加
者
と
の一
体
感
を

自
然
と
生
み
出
す
歴
史
的
空
間

参
加
者
か
ら
も
好
評
だ
っ
た
よ
う

で
、「
登
壇
者
か
ら
も
こ
こ
で
の
基
調

講
演
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
大
変
印

象
深
か
っ
た
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
」
と
藤
沢
リ
ー
ダ
ー
。

さ
ら
に
今
後
、
こ
の
よ
う
な
国
際
的

な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
を
、
神
社
仏
閣

な
ど
を
活
用
し
て
開
催
す
る
こ
と
に

つ
い
て
藤
沢
リ
ー
ダ
ー
は
、「
今
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
は
、
受
賞
者
の
来
日

や
松
山
副
住
職
の
お
力
添
え
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁
が
重
な
っ
て
の
実

現
で
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
寺
な
ど
で
の

開
催
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
や
会
議
の
ご
相
談
を
し
た

く
な
っ
た
際
に
、
ご
協
力
い
た
だ
け

る
お
寺
や
神
社
に
関
す
る
連
絡
先
や

会
場
の
諸
情
報
な
ど
の
一
覧
な
ど
が

あ
る
と
検
討
し
や
す
い
か
と
思
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

＠WFSC

05 Vol.13 Vol.13 04

02_07_巻頭特集-MICE誘致.indd   4-5 17/02/16   9:55



専
門
家
の
視
点
で

M
I
C
E
を
開
催
す
る

意
義
を
追
及

M
I
C
E
の
誘
致
・
開
催
に
は

当
該
国
・
都
市
地
域
の
発
展
、
成
長

に
寄
与
す
る
大
き
な
意
義
が
あ
り
、

国
際
的
な
誘
致
競
争
が
激
化
し
て
い

る
。
観
光
庁
で
は
現
在
、
M
I
C
E

誘
致
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
M
I
C
E
誘
致

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
観
光
庁
国
際

観
光
課
課
長
で
M
I
C
E
推
進
室

の
室
長
を
兼
務
す
る
田た

な

か

ゆ

き

中
由
紀
課

長
は
「
M
I
C
E
の
Ｅ
に
あ
た
る
展

示
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
部
分
は
誘
致
と

い
う
よ
り
も
自
分
た
ち
で
開
催
し
て

人
を
集
め
て
い
く
も
の
に
な
り
ま
す

が
、
Ｍ
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）、
Ｉ
（
報

奨
・
研
修
旅
行
）、
Ｃ
（
国
際
会
議
）

の
部
分
は
誘
致
活
動
を
し
な
い
と
い

け
な
い
。
そ
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
が
M
I
C
E
推

進
室
で
す
」
と
話
す
。
M
I
C
E

誘
致
に
は
専
門
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要

で
あ
り
、
経
済
波
及
効
果
な
ど
有

用
性
を
関
係
者
に
示
し
て
巻
き
込

ん
で
い
く
こ
と
も
重
要
と
な
る
た
め

情
報
発
信
と
収
集
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
地
域
の
誘
致
力
強
化
の
た
め
に

強
化
都
市
の
指
定
も
行
っ
て
い
る
が
、

「
観
光
誘
致
と
違
っ
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
が
学
会
の
先
生
や
研
究
者
に
な

る
の
で
、
観
光
情
報
だ
け
提
供
し
て

い
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

都
市
で
開
催
す
る
こ
と
の
意
義
は
何

な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
れ
ば
い
い
の
か
を
専
門
家

の
目
を
通
し
て
考
え
て
い
ま
す
」
と
、

M
I
C
E
な
ら
で
は
の
目
線
で
戦
略

が
必
要
と
語
っ
た
。

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
に
お
い
て

高
ま
る

社
寺
へ
の
期
待

現
在
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー
施
設
リ

ス
ト
と
し
て
約
1
0
0
箇
所
近
く

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
P
3
表
1
）。

そ
の
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
ど
こ
で
も

ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
に
で
き
る
わ
け
で
は

な
く
、
施
設
管
理
の
方
の
ご
理
解
が

必
要
。
実
際
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ

ナ
ー
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を

中
心
に
選
定
し
て
い
ま
す
。
数
は
少

な
い
で
す
が
、
ま
だ
ユニ
ー
ク
ベニュ
ー

と
し
て
開
放
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

も
、
調
整
す
る
こ
と
で
リ
ス
ト
に
入

れ
て
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
」
と

し
て
い
る
。
社
寺
も
選
定
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
数
は
決
し
て
多
く
無
い
。

「
こ
ち
ら
は
す
で
に
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー

と
し
て
実
績
が
あ
る
社
寺
と
い
う
こ

と
で
選
定
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
で

も
利
用
し
た
い
方
に
使
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
リ
ス
ト
な
の
で
、
使
い
や
す

い
状
態
に
あ
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
選

定
は
難
し
い
」
と
い
う
の
が
理
由
だ
。

社
寺
の
選
定
数
が
少
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
「
そ
も
そ
も
社
寺
関
係
の
方

が
ユ
ニ
ー
ク
ベニュ
ー
の
概
念
に
つ
い
て

ご
存
知
の
方
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
施
設
側
の
方
も
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
」
と
考
察

し
た
。

社
寺
に
限
ら
ず
、「
文
化
財
な
ど

が
あ
る
施
設
で
す
と
、
傷
が
つ
く
の

で
は
な
い
か
な
ど
の
心
配
や
一
般
の

方
に
向
け
て
は
貸
し
出
せ
な
い
と
い

う
ご
意
見
も
あ
る
」。
今
年
度
で
は

そ
の
よ
う
な
施
設
が
ど
の
よ
う
な
工

夫
や
調
整
を
経
て
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
も
取
り
ま
と
め
て
、
関
係
者
に
周

知
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

い
う
。

選
定
リ
ス
ト
で
の
数
は
少
な
い
が
、

観
光
目
的
で
な
い
方
に
ユ
ニ
ー
ク
べ

ニュ
ー
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
日

本
の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
と
い

う
意
味
に
お
い
て
社
寺
は
非
常
に
魅

力
的
な
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
お
寺
や
神
社
は
ま
さ
し
く
日
本
な

ら
で
は
の
場
所
な
の
で
、
日
本
を
体

感
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
に
は
も
っ
て

こ
い
。
日
本
の
文
化
を
感
じ
る
場
と

し
て
の
需
要
に
社
寺
の
方
々
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
ご
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

特
別
な
場
所
で
実
施
さ
れ
る

日
本
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
価
値

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
度
か
ら
は

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
M
I
C
E

誘
致
に
向
け
た
ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
活
用

促
進
事
業
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
観
光
庁
で
は
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニュ
ー
を
活
用
さ
せ
た
い
と
い
う
取
り

組
み
は
行
っ
て
き
て
い
た
が
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
実
態
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
取
り
組
み
を

継
続
強
化
さ
せ
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー

の
活
用
実
績
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
い
う
狙
い
だ
。
ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
を

活
用
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
会
議
を

開
催
す
る
場
合
に
費
用
の
一
部
が
支

観光庁国際観光課課長兼MICE推進室室長
田中由紀さん

ユニークベニュー施設リストにあがる、宮城県の圓通院。日本庭園は松島随一と言われる

2016年10月に開催された「国際メトロポリス会議 愛知・名古屋」では、熱田神宮の熱田
神宮会館でフェアウェル・ディナーが催された

援
さ
れ
、
2
回
の
公
募
で
計
9
件
が

決
定
し
た
。「
通
常
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
行
わ
れ
な
い
特
別
な
場
所
で
あ
る

こ
と
を
ま
ず
重
視
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
こ
で
で
き
る
特
別
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
工
夫
が
あ
る
か
ど
う
か
も
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
」
と
決
定
の
ポ

イ
ン
ト
を
挙
げ
た
。
特
別
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
は
、
例
え
ば
寺
院
で
あ
れ
ば
、

住
職
に
よ
る
英
語
で
の
講
話
が
実
施

で
き
る
、
神
社
の
境
内
で
お
神
酒
や

食
事
な
ど
を
提
供
で
き
る
、
な
ど
だ
。

特
別
な
場
所
で
、
日
本
ら
し
さ
を
体

感
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
と
な
る
。

M
I
C
E
誘
致
に
つ
い
て
は
観
光

庁
以
外
で
も
、
各
自
治
体
や
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
も
普
及
・
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニュ
ー
の
概
念
を
広
め
、
皆
さ
ん
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
仕
組
み
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、

今
後
の
訪
日
客
増
加
の
目
標
に
向

け
、
観
光
庁
と
し
て
今
後
も
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
を

地
域
活
性
の
き
っ
か
け
に

国
際
会
議
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
聞

く
と
大
規
模
な
も
の
を
想
定
し
て
し

ま
う
が
、
M
I
C
E
の
規
模
も
さ

ま
ざ
ま
で
数
人
程
度
の
も
の
か
ら
数

千
人
規
模
の
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
多
く

の
社
寺
で
独
自
の
会
館
や
ホ
ー
ル
を

持
ち
、
結
婚
式
の
ほ
か
に
さ
ま
ざ
ま

な
会
議
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
ケ
ー

ス
は
多
い
。
た
と
え
ば
神
戸
・
生
田

神
社
で
は
「
生
田
神
社
会
館
」
で

学
会
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
り
、

製
薬
メ
ー
カ
ー
の
講
演
会
も
年
間

1
0
0
回
ほ
ど
開
か
れ
て
い
る
と
い

う
。
ま
た
奈
良
・
東
大
寺
は
図
書
館
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
収
蔵
庫
、
寺
史
研

究
所
、
華
厳
学
研
究
所
、
金
鐘
会

館
と
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
を
備
え
た
複

合
施
設
「
東
大
寺
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、
東
大
寺
の
歴
史

や
美
術
を
紹
介
す
る
企
画
展
や
「
東

大
寺
学
講
座
」
な
ど
多
彩
な
催
し
を

行
っ
た
り
、
国
際
会
議
の
会
場
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

多
く
の
社
寺
に
お
い
て
、
会
議
や
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
受
け
入
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

は
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
ユ

ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー
へ
取
り
組
む
こ
と
は
、

社
寺
の
既
存
の
会
館
な
ど
を
利
用
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
と

は
違
っ
た
層
の
人
々
を
社
寺
に
招
き

入
れ
る
機
会
の
創
出
と
な
る
の
は
間

違
い
な
い
。

単
に
日
本
ら
し
い
風
情
を
味
わ
え

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
技
術
力
の

根
幹
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に

来
訪
者
の
心
に
も
語
り
掛
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
と
し
て

の
神
社
仏
閣
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す

高
ま
り
そ
う
だ
。
加
え
て
、
社
寺
周

辺
の
経
済
波
及
効
果
か
ら
、
地
域
貢

献
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

ユ
ニ
ー
ク
ベニュ
ー
の
支
援
以
外
に
も
、

こ
れ
ま
で
本
誌
で
は
文
化
財
保
全
や

外
国
人
観
光
客
誘
致
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
補
助
事
業
を
紹
介
し
て
き

た
。
そ
れ
ら
を
有
効
的
に
活
用
し
、

社
会
や
地
域
へ
の
よ
り
積
極
的
な
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
検
討
し
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー：
観
光
庁
国
際
観
光
課
課
長
・

　
　
　
　 

　
M
I
C
E
推
進
室
室
長
　
田
中
由
紀
さ
ん

観
光
庁
が
取
り
組
む
社
寺
に
お
け
る

ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
の
開
発
・利
用
促
進
の
意
義
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専
門
家
の
視
点
で

M
I
C
E
を
開
催
す
る

意
義
を
追
及

M
I
C
E
の
誘
致
・
開
催
に
は

当
該
国
・
都
市
地
域
の
発
展
、
成
長

に
寄
与
す
る
大
き
な
意
義
が
あ
り
、

国
際
的
な
誘
致
競
争
が
激
化
し
て
い

る
。
観
光
庁
で
は
現
在
、
M
I
C
E

誘
致
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
M
I
C
E
誘
致

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
観
光
庁
国
際

観
光
課
課
長
で
M
I
C
E
推
進
室

の
室
長
を
兼
務
す
る
田た

な

か

ゆ

き

中
由
紀
課

長
は
「
M
I
C
E
の
Ｅ
に
あ
た
る
展

示
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
部
分
は
誘
致
と

い
う
よ
り
も
自
分
た
ち
で
開
催
し
て

人
を
集
め
て
い
く
も
の
に
な
り
ま
す

が
、
Ｍ
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）、
Ｉ
（
報

奨
・
研
修
旅
行
）、
Ｃ
（
国
際
会
議
）

の
部
分
は
誘
致
活
動
を
し
な
い
と
い

け
な
い
。
そ
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
が
M
I
C
E
推

進
室
で
す
」
と
話
す
。
M
I
C
E

誘
致
に
は
専
門
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要

で
あ
り
、
経
済
波
及
効
果
な
ど
有

用
性
を
関
係
者
に
示
し
て
巻
き
込

ん
で
い
く
こ
と
も
重
要
と
な
る
た
め

情
報
発
信
と
収
集
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
地
域
の
誘
致
力
強
化
の
た
め
に

強
化
都
市
の
指
定
も
行
っ
て
い
る
が
、

「
観
光
誘
致
と
違
っ
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
が
学
会
の
先
生
や
研
究
者
に
な

る
の
で
、
観
光
情
報
だ
け
提
供
し
て

い
て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

都
市
で
開
催
す
る
こ
と
の
意
義
は
何

な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
れ
ば
い
い
の
か
を
専
門
家

の
目
を
通
し
て
考
え
て
い
ま
す
」
と
、

M
I
C
E
な
ら
で
は
の
目
線
で
戦
略

が
必
要
と
語
っ
た
。

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
に
お
い
て

高
ま
る

社
寺
へ
の
期
待

現
在
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー
施
設
リ

ス
ト
と
し
て
約
1
0
0
箇
所
近
く

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
P
3
表
1
）。

そ
の
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
ど
こ
で
も

ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
に
で
き
る
わ
け
で
は

な
く
、
施
設
管
理
の
方
の
ご
理
解
が

必
要
。
実
際
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ

ナ
ー
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を

中
心
に
選
定
し
て
い
ま
す
。
数
は
少

な
い
で
す
が
、
ま
だ
ユニ
ー
ク
ベニュ
ー

と
し
て
開
放
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

も
、
調
整
す
る
こ
と
で
リ
ス
ト
に
入

れ
て
あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
」
と

し
て
い
る
。
社
寺
も
選
定
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
数
は
決
し
て
多
く
無
い
。

「
こ
ち
ら
は
す
で
に
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー

と
し
て
実
績
が
あ
る
社
寺
と
い
う
こ

と
で
選
定
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
で

も
利
用
し
た
い
方
に
使
っ
て
い
た
だ

く
た
め
の
リ
ス
ト
な
の
で
、
使
い
や
す

い
状
態
に
あ
る
と
こ
ろ
で
な
い
と
選

定
は
難
し
い
」
と
い
う
の
が
理
由
だ
。

社
寺
の
選
定
数
が
少
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
「
そ
も
そ
も
社
寺
関
係
の
方

が
ユ
ニ
ー
ク
ベニュ
ー
の
概
念
に
つ
い
て

ご
存
知
の
方
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
施
設
側
の
方
も
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
」
と
考
察

し
た
。

社
寺
に
限
ら
ず
、「
文
化
財
な
ど

が
あ
る
施
設
で
す
と
、
傷
が
つ
く
の

で
は
な
い
か
な
ど
の
心
配
や
一
般
の

方
に
向
け
て
は
貸
し
出
せ
な
い
と
い

う
ご
意
見
も
あ
る
」。
今
年
度
で
は

そ
の
よ
う
な
施
設
が
ど
の
よ
う
な
工

夫
や
調
整
を
経
て
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
も
取
り
ま
と
め
て
、
関
係
者
に
周

知
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

い
う
。

選
定
リ
ス
ト
で
の
数
は
少
な
い
が
、

観
光
目
的
で
な
い
方
に
ユ
ニ
ー
ク
べ

ニュ
ー
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
日

本
の
良
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
と
い

う
意
味
に
お
い
て
社
寺
は
非
常
に
魅

力
的
な
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
お
寺
や
神
社
は
ま
さ
し
く
日
本
な

ら
で
は
の
場
所
な
の
で
、
日
本
を
体

感
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
に
は
も
っ
て

こ
い
。
日
本
の
文
化
を
感
じ
る
場
と

し
て
の
需
要
に
社
寺
の
方
々
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
ご
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

特
別
な
場
所
で
実
施
さ
れ
る

日
本
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
価
値

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
度
か
ら
は

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
M
I
C
E

誘
致
に
向
け
た
ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
活
用

促
進
事
業
」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
観
光
庁
で
は
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニュ
ー
を
活
用
さ
せ
た
い
と
い
う
取
り

組
み
は
行
っ
て
き
て
い
た
が
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
実
態
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
取
り
組
み
を

継
続
強
化
さ
せ
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー

の
活
用
実
績
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
い
う
狙
い
だ
。
ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
を

活
用
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
会
議
を

開
催
す
る
場
合
に
費
用
の
一
部
が
支

観光庁国際観光課課長兼MICE推進室室長
田中由紀さん

ユニークベニュー施設リストにあがる、宮城県の圓通院。日本庭園は松島随一と言われる

2016年10月に開催された「国際メトロポリス会議 愛知・名古屋」では、熱田神宮の熱田
神宮会館でフェアウェル・ディナーが催された

援
さ
れ
、
2
回
の
公
募
で
計
9
件
が

決
定
し
た
。「
通
常
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
行
わ
れ
な
い
特
別
な
場
所
で
あ
る

こ
と
を
ま
ず
重
視
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
こ
で
で
き
る
特
別
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
工
夫
が
あ
る
か
ど
う
か
も
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
」
と
決
定
の
ポ

イ
ン
ト
を
挙
げ
た
。
特
別
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
は
、
例
え
ば
寺
院
で
あ
れ
ば
、

住
職
に
よ
る
英
語
で
の
講
話
が
実
施

で
き
る
、
神
社
の
境
内
で
お
神
酒
や

食
事
な
ど
を
提
供
で
き
る
、
な
ど
だ
。

特
別
な
場
所
で
、
日
本
ら
し
さ
を
体

感
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
と
な
る
。

M
I
C
E
誘
致
に
つ
い
て
は
観
光

庁
以
外
で
も
、
各
自
治
体
や
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
も
普
及
・
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニュ
ー
の
概
念
を
広
め
、
皆
さ
ん
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
仕
組
み
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、

今
後
の
訪
日
客
増
加
の
目
標
に
向

け
、
観
光
庁
と
し
て
今
後
も
精
力
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
を

地
域
活
性
の
き
っ
か
け
に

国
際
会
議
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
聞

く
と
大
規
模
な
も
の
を
想
定
し
て
し

ま
う
が
、
M
I
C
E
の
規
模
も
さ

ま
ざ
ま
で
数
人
程
度
の
も
の
か
ら
数

千
人
規
模
の
も
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
多
く

の
社
寺
で
独
自
の
会
館
や
ホ
ー
ル
を

持
ち
、
結
婚
式
の
ほ
か
に
さ
ま
ざ
ま

な
会
議
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
ケ
ー

ス
は
多
い
。
た
と
え
ば
神
戸
・
生
田

神
社
で
は
「
生
田
神
社
会
館
」
で

学
会
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
り
、

製
薬
メ
ー
カ
ー
の
講
演
会
も
年
間

1
0
0
回
ほ
ど
開
か
れ
て
い
る
と
い

う
。
ま
た
奈
良
・
東
大
寺
は
図
書
館
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
収
蔵
庫
、
寺
史
研

究
所
、
華
厳
学
研
究
所
、
金
鐘
会

館
と
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
を
備
え
た
複

合
施
設
「
東
大
寺
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
」
に
お
い
て
、
東
大
寺
の
歴
史

や
美
術
を
紹
介
す
る
企
画
展
や
「
東

大
寺
学
講
座
」
な
ど
多
彩
な
催
し
を

行
っ
た
り
、
国
際
会
議
の
会
場
と
し

て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

多
く
の
社
寺
に
お
い
て
、
会
議
や
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
受
け
入
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

は
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
ユ

ニ
ー
ク
ベ
ニュ
ー
へ
取
り
組
む
こ
と
は
、

社
寺
の
既
存
の
会
館
な
ど
を
利
用
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
と

は
違
っ
た
層
の
人
々
を
社
寺
に
招
き

入
れ
る
機
会
の
創
出
と
な
る
の
は
間

違
い
な
い
。

単
に
日
本
ら
し
い
風
情
を
味
わ
え

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
技
術
力
の

根
幹
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に

来
訪
者
の
心
に
も
語
り
掛
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
と
し
て

の
神
社
仏
閣
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す

高
ま
り
そ
う
だ
。
加
え
て
、
社
寺
周

辺
の
経
済
波
及
効
果
か
ら
、
地
域
貢

献
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

ユ
ニ
ー
ク
ベニュ
ー
の
支
援
以
外
に
も
、

こ
れ
ま
で
本
誌
で
は
文
化
財
保
全
や

外
国
人
観
光
客
誘
致
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
補
助
事
業
を
紹
介
し
て
き

た
。
そ
れ
ら
を
有
効
的
に
活
用
し
、

社
会
や
地
域
へ
の
よ
り
積
極
的
な
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
検
討
し
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー：
観
光
庁
国
際
観
光
課
課
長
・

　
　
　
　 

　
M
I
C
E
推
進
室
室
長
　
田
中
由
紀
さ
ん

観
光
庁
が
取
り
組
む
社
寺
に
お
け
る

ユニ
ー
ク
ベニュ
ー
の
開
発
・利
用
促
進
の
意
義
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日
本一小
さ
な
県
・
香
川
県
の
躍
進
、

そ
し
て
三
つ
の
取
り
組
み

編
集
部
　
現
在
、香
川
県
で
は「
う
ど
ん
県
」、

「
四
国
遍
路（
逆
打
ち
）」、「
ア
ー
ト
県
」な
ど
を

テ
ー
マ
に
観
光
客
の
誘
致
、県
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
側
面
に
お
い
て
も
全
国
は
も
ち
ろ

ん
、海
外
か
ら
も
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
お
け
る
成
功
要
因
と
は
何
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

浜
田
県
知
事
　
昨
年（
２
０
１
６
年
）は
ご
指

摘
の
面
で
大
き
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
年
で
す
。

今
や
香
川
県
を
代
表
す
る
名
物「
讃
岐
う
ど

ん
」。こ
れ
は
全
国
区
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、そ

れ
を
活
用
し
て
、香
川
県
の
知
名
度
が
上
が
り

ま
し
た
。そ
し
て
、3
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
」、4
年
に
一
度
の
四
国
遍
路

「
逆
打
ち
」、昨
年
は
こ
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
重

な
る
12
年
に
一
度
の
貴
重
な
年
で
し
た
。片
や
瀬

戸
内
海
と
多
島
美
と
現
代
ア
ー
ト
、片
や
四
国

八
十
八
ヶ
所
の
四
国
に
根
ざ
し
た
庶
民
信
仰
の

伝
統
、こ
の
二
つ
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。い
ず
れ
も
、香
川
県
な
ら
で
は
の

地
域
資
源
を
う
ま
く
活
用
で
き
た
こ
と
が
、大

き
な
成
功
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

編
集
部
　
昨
年
は
4
年
に
一
度
の
四
国
遍
路

「
逆
打
ち
」の
年
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、巡
拝

者
の
数
も
増
加
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

香
川
県
、四
国
全
体
の
取
り
組
み
に
よ
り
霊
場

会
へ
の
影
響
、寺
社
に
お
い
て
観
光
客
の
増
加

な
ど
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

大
林
住
職
　
そ
う
で
す
ね
。昨
年
は
4
年
に
一

度
の
閏う

る
う
ど
し年
、逆
打
ち
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
八
十
八
番
札
所
か
ら
一
番
札

所
へ
と
反
対
に
お
遍
路
さ
ん
が
巡
拝
さ
れ
る
年

で
し
た
。さ
ら
に
昨
年
は「
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
」の
開
催
年
で
し
た
の
で
、例
年
よ
り
多
く
の

訪
日
外
国
人
が
札
所
を
訪
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。ま
た
、個
人
で
巡
拝
さ
れ
る
方
が
非
常
に

多
か
っ
た
こ
と
も
特
徴
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。芸

術
祭
と
共
に
若
い
方
が
多
く
香
川
県
を
訪
れ
、

い
つ
も
と
違
っ
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
ね
。こ
れ

も
香
川
県
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
な

ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、P
R
効
果
が
大
い
に

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

編
集
部
　
若
い
方
や
個
人
で
の
巡
拝
者
も
増
え

て
い
る
の
で
す
ね
。メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
訪
日
外
国

人
が
巡
拝
さ
れ
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、外
国
人
の
巡
拝
に
関
し
て
は
ど

う
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？

大
林
住
職
　
先
日
も
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
ら
れ
た

方
が
い
ま
し
た
。み
な
さ
ん「
四
国
は
い
い
で
す

ね
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。私
は
霊
場
巡
拝
と
祈

り
に
対
す
る
お
気
持
ち
に
国
境
の
差
は
な
い
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。巡
拝
を
さ
れ
る
こ
と
で
、海

外
の
方
に
さ
ら
に
日
本
の
文
化
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

編
集
部
　
国
内
外
問
わ
ず
、誰
も
が
訪
れ
て

左：甲山寺本堂　
右：昨 年 8 月 8 日
有楽町駅前での世
界遺産登録推進キ
ャンペーンの様子

特別対談企画 地域ブランドの創生～香川県～

地方のトップである知事とその地域にゆかりある寺社の方 を々お招きし、観光、地域と寺社の

活性化について語り合う特別対談企画。

今回、香川県知事・浜田恵造氏と四国八十八ヶ所霊場会会長・医
い お う ざ ん

王山 多
た ほ う い ん

宝院 甲
こ う や ま じ

山寺 大林

教善住職との対談が実現しました。

昨年、「四国遍路（逆打ち）」、アートイベント「瀬戸内国際芸術祭」の開催が話題を呼び、観光

客数が大幅に増加した香川県。このような観光誘致の成功要因や地域ブランドの創生、寺社と

地域との連携について、さまざまなテーマでお話しを伺いました。

浜
は ま だ

田 恵
け い ぞ う

造 大
お お ば や し

林 教
き ょ う ぜ ん

善×
香川県知事

四国八十八ヶ所霊場会会長　
医王山 多宝院 甲山寺住職　

瀬戸内国際芸術祭の様子

リン・シュンロン ( 林舜龍 )「国境を越えて・潮」
Photo:Yasushi Ichikawa

「瀬戸内アジア村 -タイファクトリーマーケット 」
Photo:Shintaro Miyawaki
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日
本一小
さ
な
県
・
香
川
県
の
躍
進
、

そ
し
て
三
つ
の
取
り
組
み

編
集
部
　
現
在
、香
川
県
で
は「
う
ど
ん
県
」、

「
四
国
遍
路（
逆
打
ち
）」、「
ア
ー
ト
県
」な
ど
を

テ
ー
マ
に
観
光
客
の
誘
致
、県
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
側
面
に
お
い
て
も
全
国
は
も
ち
ろ

ん
、海
外
か
ら
も
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
お
け
る
成
功
要
因
と
は
何
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

浜
田
県
知
事
　
昨
年（
２
０
１
６
年
）は
ご
指

摘
の
面
で
大
き
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
年
で
す
。

今
や
香
川
県
を
代
表
す
る
名
物「
讃
岐
う
ど

ん
」。こ
れ
は
全
国
区
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、そ

れ
を
活
用
し
て
、香
川
県
の
知
名
度
が
上
が
り

ま
し
た
。そ
し
て
、3
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る「
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
」、4
年
に
一
度
の
四
国
遍
路

「
逆
打
ち
」、昨
年
は
こ
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
重

な
る
12
年
に
一
度
の
貴
重
な
年
で
し
た
。片
や
瀬

戸
内
海
と
多
島
美
と
現
代
ア
ー
ト
、片
や
四
国

八
十
八
ヶ
所
の
四
国
に
根
ざ
し
た
庶
民
信
仰
の

伝
統
、こ
の
二
つ
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。い
ず
れ
も
、香
川
県
な
ら
で
は
の

地
域
資
源
を
う
ま
く
活
用
で
き
た
こ
と
が
、大

き
な
成
功
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

編
集
部
　
昨
年
は
4
年
に
一
度
の
四
国
遍
路

「
逆
打
ち
」の
年
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、巡
拝

者
の
数
も
増
加
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

香
川
県
、四
国
全
体
の
取
り
組
み
に
よ
り
霊
場

会
へ
の
影
響
、寺
社
に
お
い
て
観
光
客
の
増
加

な
ど
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

大
林
住
職
　
そ
う
で
す
ね
。昨
年
は
4
年
に
一

度
の
閏う

る
う
ど
し年
、逆
打
ち
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
八
十
八
番
札
所
か
ら
一
番
札

所
へ
と
反
対
に
お
遍
路
さ
ん
が
巡
拝
さ
れ
る
年

で
し
た
。さ
ら
に
昨
年
は「
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
」の
開
催
年
で
し
た
の
で
、例
年
よ
り
多
く
の

訪
日
外
国
人
が
札
所
を
訪
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。ま
た
、個
人
で
巡
拝
さ
れ
る
方
が
非
常
に

多
か
っ
た
こ
と
も
特
徴
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。芸

術
祭
と
共
に
若
い
方
が
多
く
香
川
県
を
訪
れ
、

い
つ
も
と
違
っ
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
ね
。こ
れ

も
香
川
県
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
な

ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、P
R
効
果
が
大
い
に

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

編
集
部
　
若
い
方
や
個
人
で
の
巡
拝
者
も
増
え

て
い
る
の
で
す
ね
。メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
訪
日
外
国

人
が
巡
拝
さ
れ
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、外
国
人
の
巡
拝
に
関
し
て
は
ど

う
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？

大
林
住
職
　
先
日
も
フ
ラ
ン
ス
か
ら
来
ら
れ
た

方
が
い
ま
し
た
。み
な
さ
ん「
四
国
は
い
い
で
す

ね
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。私
は
霊
場
巡
拝
と
祈

り
に
対
す
る
お
気
持
ち
に
国
境
の
差
は
な
い
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。巡
拝
を
さ
れ
る
こ
と
で
、海

外
の
方
に
さ
ら
に
日
本
の
文
化
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

編
集
部
　
国
内
外
問
わ
ず
、誰
も
が
訪
れ
て

左：甲山寺本堂　
右：昨 年 8 月 8 日
有楽町駅前での世
界遺産登録推進キ
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地方のトップである知事とその地域にゆかりある寺社の方 を々お招きし、観光、地域と寺社の

活性化について語り合う特別対談企画。

今回、香川県知事・浜田恵造氏と四国八十八ヶ所霊場会会長・医
い お う ざ ん

王山 多
た ほ う い ん

宝院 甲
こ う や ま じ

山寺 大林

教善住職との対談が実現しました。

昨年、「四国遍路（逆打ち）」、アートイベント「瀬戸内国際芸術祭」の開催が話題を呼び、観光

客数が大幅に増加した香川県。このような観光誘致の成功要因や地域ブランドの創生、寺社と

地域との連携について、さまざまなテーマでお話しを伺いました。

浜
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楽
し
め
る
の
が
香
川
県
の
良
い
所
な
の
で
す
ね
。

で
は
、香
川
県
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の

課
題
、ま
た
新
た
な
施
策
な
ど
は
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

浜
田
県
知
事
　
そ
う
で
す
ね
。観
光
客
の
方
に

「
う
ど
ん
県
＝
香
川
県
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、そ
の
他

の
イ
メ
ー
ジ
は
讃
岐
う
ど
ん
に
比
べ
、ま
だ
ま
だ

認
知
度
が
低
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。現
在
の
香

川
県
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
あ
る「
う
ど
ん
県
。

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
香
川
県
」と
い
う
言
葉
が
示

す
通
り
、県
内
の
魅
力
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
地
域
全
体
の
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
施
策
を
進
め
る
中
で
、人

口
問
題
へ
の
対
応
な
ど
に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。移
住
定
住
者
や
U
タ
ー
ン
の
若
い
方

な
ど
、香
川
県
に
住
み
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
お
り
、そ
の
た
め

に
も
、ま
ず
は
日
本
一
小
さ
な
県
・
香
川
県
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、そ
の
良
さ
を
体
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

編
集
部
　
な
る
ほ
ど
。確
か
に
県
外
者
か
ら
す

れ
ば
、讃
岐
う
ど
ん
の
イ
メ
ー
ジ
が
か
な
り
強

い
の
は
確
か
で
す
ね
。具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

点
を
P
R
し
て
行
き
た
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
？

浜
田
県
知
事
　“
う
ど
ん
以
外
に
何
が
あ
る
の

か
”と
い
う
課
題
の
中
で
、力
を
入
れ
て
い
る
の

が
ア
ー
ト
、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」に
繋
が
る

わ
け
で
す
。開
催
期
間
中
だ
け
で
な
く
、建
築

や
美
術
館
で
常
時
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
な

ど
も
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。県
内
に

は
美
術
館
が
数
多
く
あ
り
、美
術
誌
な
ど
で
も

「
日
本
の
美
術
館
」と
い
う
特
集
の
中
で
香
川

県
の
美
術
館
を
何
度
か
取
り
上
げ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。例
え
ば
直
島
の「
地
中
美
術
館
」

や
丸ま

る

が

め

し

亀
市
の「
丸
亀
市
猪い

の
く
ま熊

弦げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
現
代
美
術

館
」な
ど
で
、小
さ
な
町
に
も
こ
れ
だ
け
多
く
の

ア
ー
ト
が
身
近
に
あ
る
県
と
い
う
点
を
さ
ら
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、訪
れ
た

方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
な
ど
で
香
川

県
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
発
信
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、本
県
の
知
名
度
、印
象
度
の
一
層
の
向
上
を

図
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
と
い
う
大
き
な
課
題

寺
社
と
行
政
の
連
携
が
要
に

編
集
部
　
最
近
で
は
、四
国
遍
路
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
動
き
も
大
き
な
話
題
に
な
り
ま

し
た
。昨
年
8
月
に
は
文
化
庁
に
新
た
な
提
案

書
を
提
出
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
。

浜
田
県
知
事
　
は
い
。世
界
遺
産
登
録
に
関
す

る
新
た
な
提
案
書
を
作
成
し
、四
国
四
県
の
知

事
が
揃
い
、文
化
庁
長
官
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

ま
た
、世
界
遺
産「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・コ
ン
ポ

ス
テ
ー
ラ
の
巡
礼
路
」が
所
在
す
る
ス
ペ
イ
ン
・

ガ
リ
シ
ア
州
と
四
国
四
県
が
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
、協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

国
内
第
一
号
の
日
本
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
、全
国

で
7
ル
ー
ト
し
か
な
い
広
域
周
遊
観
光
ル
ー
ト

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
活
用
し
、四
国
遍
路

の
魅
力
を
積
極
的
に
国
内
外
に
発
信
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
文
化
庁
か
ら
示
さ
れ
た
、世
界
遺
産

へ
の
登
録
に
向
け
た
課
題
を
一つ
一つ
ク
リ
ア
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
四
国
四
県
が
団
結
し
、真
摯
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。第
3
回
目
の「
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
」が
昨
年
秋
に
終
了
し
、今
後
は

こ
の
結
果
を
分
析
し
つ
つ
、一
層
の
機
運
醸
成
を

図
り
、一
刻
も
早
い
四
国
遍
路
の
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
し
、推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。さ
ら
に
は
ア
ー
ト
の
一
環
と
し
て
、寺
社
建

築
の
素
晴
ら
し
さ
を
海
外
の
方
や
国
内
の
若
い

方
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
ね
。

編
集
部
　
文
化
庁
長
官
を
訪
問
さ
れ
た
際
に
は

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
会
会
長
と
し
て
大
林
住

職
も
同
行
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。四
国

遍
路
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
、霊
場
会
で
も

新
た
な
取
り
組
み
な
ど
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

大
林
住
職
　
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
会
も
推

進
協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
、こ
の
活
動
に
協

力
す
る
と
共
に
、四
国
遍
路
が
世
界
に
誇
る
生

き
た
文
化
遺
産
と
し
て
、未
来
へ
保
存
、継
承
さ

れ
て
行
く
こ
と
を
悲
願
し
て
お
り
ま
す
。さ
ま

ざ
ま
な
宗
派
が
あ
り
ま
す
が
、四
国（
八
十
八
札

所
）の
霊
場
寺
院
が
一つ
と
な
っ
て
活
動
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。一
刻
も
早
く
暫
定
一

覧
表
に
記
載
さ
れ
、世
界
遺
産
に
登
録
で
き
る

よ
う
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

浜
田
県
知
事
　
ご
住
職
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ

う
に
、四
国
が
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
目
的

は
、四
国
が
誇
る
文
化
遺
産
を
未
来
へ
と
保
存

し
て
い
く
こ
と
、そ
し
て
継
承
し
て
い
く
た
め
で

あ
り
、将
来
的
に
は
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
地

域
の
活
性
化
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

編
集
部
　
な
る
ほ
ど
、四
国
遍
路
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
動
き
は
四
国
四
県
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。で
は
、世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
活
動
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

浜
田
県
知
事
　
事
務
局
を
香
川
県
に
設
立
し
、

「
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
」に
お
い
て
構

成
資
産
で
も
あ
る
札
所
寺
院
や
遍
路
道
の
学
術

調
査
、四
国
遍
路
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。ま
た
、歩
き
遍
路
の
た
め
の
受
入
体
制
の
整

備
や
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
活
動
に
関
す
る

普
及
啓
発
活
動
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部
　
香
川
県
は
霊
場
会
や
地
域
の
方
々
な

ど
と
密
に
連
携
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。そ
れ
で
は
、ア
ー
ト
県
と
し
て
小
さ

な
美
術
館
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、四

国
八
十
八
ヶ
所
以
外
の
香
川
県
内
の
寺
社
の
魅

力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、足
を
運
ん
で

も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、そ
う
い
っ
た
面

に
お
け
る
地
域
資
源
の
活
用
施
策
、観
光
事
業

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

浜
田
県
知
事
　
香
川
県
に
は「
こ
ん
ぴ
ら
さ

ん
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
守
り
神
で
あ

る「
金こ

と

ひ

ら

ぐ

う

刀
比
羅
宮
」が
あ
り
ま
す
。1
3
6
8
段

も
続
く
階
段
を
登
り
、参
拝
す
る
こ
と
で
全
国

か
ら
も
通
年
を
通
し
、多
く
の
観
光
客
の
方
が

訪
れ
る
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
以
前

よ
り
金
刀
比
羅
宮
や
琴
平
町
の
ご
協
力
の
も
と

「
金（
ゴ
ー
ル
ド
）」を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、香
川
県

の
新
た
な
る
魅
力
を
発
信
す
る
活
動「
ゴ
ー
ル

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。参
道

に
ゴ
ー
ル
ド
の
案
内
状
を
設
置
し
、観
光
案
内

所
で
金
色
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
金
色
の
杖
を

貸
し
出
し
て
い
る
他
、ゴ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
商
品
な
ど
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
が
積
極
的
に
活
動
に
賛
同
し
て
く
れ

た
こ
と
に
よ
り
、新
た
な
地
域
資
源
へ
と
繋
が
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
香
川
県
に
は
善ぜ

ん

つ

う

じ

通
寺
周
辺
や
高
松
市
に
も

八や

く

り

じ

栗
寺
な
ど
、伝
統
の
あ
る
寺
社
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
文
化
資
源
を
地
域
資
源

と
し
て
掘
り
起
こ
し
、地
域
活
性
化
へ
と
繋
げ

て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま

た
、県
産
品
を
活
用
し
た
施
策
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、積
極
的
な
連
携
、誘
客
を
図
り
、将
来

的
に
交
流
人
口
の
増
大
に
繋
が
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

大
林
住
職
　
我
々
霊
場
会
と
し
ま
し
て
も
、四

国
遍
路
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら

え
て
発
信
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
2
0
2
3
年
に
は
弘
法
大
師

1
2
5
0
年
の
誕
生
祭
が
あ
り
ま
す
。宗
派
に

と
ら
わ
れ
ず
、歴
史
が
受
け
継
が
れ
、こ
れ
か
ら

未
来
へ
と
紡
ぐ
た
め
に
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、地
元
や
行
政
、霊
場
が
一
体
と
な
り
、積

極
的
に
地
域
の
P
R
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
う
す
る
こ
と
で
霊
場
会
、寺
社
の
み
な
ら
ず
、

四
国
全
体
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
も
の
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

浜
田
県
知
事
　
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
世
界
遺

産
登
録
へ
の
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
ね
。地

域
に
溶
け
込
ん
で
い
る
、素
晴
ら
し
い
庶
民
信
仰

は
文
化
的
な
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。日
本

の
観
光
の
中
心
は
神
社
仏
閣
。寺
社
な
ど
の
連

携
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
い
き
、日
本
が
誇
る
文

化
、寺
社
の
良
さ
を
発
信
し
、こ
れ
か
ら
の
未
来

へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

││

新
た
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
地
域
の
活
性

化
の
た
め
寺
社
と
県
の
連
携
が
円
滑
な
関
係
の

印
象
を
受
け
る
香
川
県
。
四
国
遍
路
の
発
展

の
た
め
、「
世
界
遺
産
登
録
」
へ
目
標
を
掲
げ
、

地
域
全
体
が一丸
と
な
っ
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
広

め
た
い
と
い
う
熱
い
想
い
が
浜
田
県
知
事
、
大

林
住
職
の
対
談
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
。
今

後
は
民
間
企
業
と
も
連
携
し
た
取
り
組
み
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
最
後
に
語
っ
た

浜
田
県
知
事
。
今
後
の
香
川
県
の
新
た
な
観

光
事
業
、
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
に
注
目
し

た
い
。

「芸術祭の開催に伴い、
 若い方が四国遍路に興味を持つ
 良い機会となりました」

「四国遍路の
世界遺産登録に向けた活動が

今後の最重要課題です」

プロフィール　大林 教善

1952（昭和27）年1月10日、香川県観音寺市生まれ。東京大学法学部卒業。
1975（昭和50）年4月 大蔵省入省。1986（昭和61）年6月 大蔵省主計局主査

（農林水産担当）。1987（昭和62）年7月 大蔵省主計局主査（地方財政担当）。
1990（平成2）年4月 山形県総務部長。1996（平成8）年8月 大蔵省理財局国
債課長。2002（平成14）年7月 東海財務局長。2003（平成15）年7月 地方分
権改革推進会議事務局次長。2007（平成19）年4月 東京税関長。2008（平成
20）年7月 日本高速道路保有・債務返済機構理事。2010（平成22）年9月 香川
県知事 （1期目）。2014（平成26）年9月 香川県知事 （2期目）。

1945（昭和20）年11月11日生まれ。種智院大学卒業。1971（昭和46）年 甲山寺に
晋山（しんざん）。以後、全青連副理事長、善通寺派庶務部長、善通寺執行等を歴
任。2006（平成18）年から随心院流小野講傳所伝授阿闍梨となり随流一流伝授
を成滿。2008（平成20）年に御修法大行事を実施。2012（平成24）年に随心院
寺務長、2013（平成25）年に御修法別当、四国霊場讃岐部会会長、保護司（法務
大臣表彰）、善通寺市文化財保護審議委員会委員長。現在、四国霊場第74番札所
甲山寺住職。

プロフィール　浜田 恵造
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楽
し
め
る
の
が
香
川
県
の
良
い
所
な
の
で
す
ね
。

で
は
、香
川
県
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の

課
題
、ま
た
新
た
な
施
策
な
ど
は
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

浜
田
県
知
事
　
そ
う
で
す
ね
。観
光
客
の
方
に

「
う
ど
ん
県
＝
香
川
県
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、そ
の
他

の
イ
メ
ー
ジ
は
讃
岐
う
ど
ん
に
比
べ
、ま
だ
ま
だ

認
知
度
が
低
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。現
在
の
香

川
県
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
あ
る「
う
ど
ん
県
。

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
香
川
県
」と
い
う
言
葉
が
示

す
通
り
、県
内
の
魅
力
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ら
の
地
域
全
体
の
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
施
策
を
進
め
る
中
で
、人

口
問
題
へ
の
対
応
な
ど
に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。移
住
定
住
者
や
U
タ
ー
ン
の
若
い
方

な
ど
、香
川
県
に
住
み
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
お
り
、そ
の
た
め

に
も
、ま
ず
は
日
本
一
小
さ
な
県
・
香
川
県
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、そ
の
良
さ
を
体
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

編
集
部
　
な
る
ほ
ど
。確
か
に
県
外
者
か
ら
す

れ
ば
、讃
岐
う
ど
ん
の
イ
メ
ー
ジ
が
か
な
り
強

い
の
は
確
か
で
す
ね
。具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

点
を
P
R
し
て
行
き
た
い
と
お
考
え
で
し
ょ
う

か
？

浜
田
県
知
事
　“
う
ど
ん
以
外
に
何
が
あ
る
の

か
”と
い
う
課
題
の
中
で
、力
を
入
れ
て
い
る
の

が
ア
ー
ト
、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」に
繋
が
る

わ
け
で
す
。開
催
期
間
中
だ
け
で
な
く
、建
築

や
美
術
館
で
常
時
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
な

ど
も
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。県
内
に

は
美
術
館
が
数
多
く
あ
り
、美
術
誌
な
ど
で
も

「
日
本
の
美
術
館
」と
い
う
特
集
の
中
で
香
川

県
の
美
術
館
を
何
度
か
取
り
上
げ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。例
え
ば
直
島
の「
地
中
美
術
館
」

や
丸ま

る

が

め

し

亀
市
の「
丸
亀
市
猪い

の
く
ま熊

弦げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
現
代
美
術

館
」な
ど
で
、小
さ
な
町
に
も
こ
れ
だ
け
多
く
の

ア
ー
ト
が
身
近
に
あ
る
県
と
い
う
点
を
さ
ら
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、訪
れ
た

方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
な
ど
で
香
川

県
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
発
信
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、本
県
の
知
名
度
、印
象
度
の
一
層
の
向
上
を

図
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
と
い
う
大
き
な
課
題

寺
社
と
行
政
の
連
携
が
要
に

編
集
部
　
最
近
で
は
、四
国
遍
路
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
動
き
も
大
き
な
話
題
に
な
り
ま

し
た
。昨
年
8
月
に
は
文
化
庁
に
新
た
な
提
案

書
を
提
出
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
が
。

浜
田
県
知
事
　
は
い
。世
界
遺
産
登
録
に
関
す

る
新
た
な
提
案
書
を
作
成
し
、四
国
四
県
の
知

事
が
揃
い
、文
化
庁
長
官
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

ま
た
、世
界
遺
産「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・コ
ン
ポ

ス
テ
ー
ラ
の
巡
礼
路
」が
所
在
す
る
ス
ペ
イ
ン
・

ガ
リ
シ
ア
州
と
四
国
四
県
が
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
、協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

国
内
第
一
号
の
日
本
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
、全
国

で
7
ル
ー
ト
し
か
な
い
広
域
周
遊
観
光
ル
ー
ト

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
活
用
し
、四
国
遍
路

の
魅
力
を
積
極
的
に
国
内
外
に
発
信
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
文
化
庁
か
ら
示
さ
れ
た
、世
界
遺
産

へ
の
登
録
に
向
け
た
課
題
を
一つ
一つ
ク
リ
ア
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
四
国
四
県
が
団
結
し
、真
摯
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。第
3
回
目
の「
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
」が
昨
年
秋
に
終
了
し
、今
後
は

こ
の
結
果
を
分
析
し
つ
つ
、一
層
の
機
運
醸
成
を

図
り
、一
刻
も
早
い
四
国
遍
路
の
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
し
、推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。さ
ら
に
は
ア
ー
ト
の
一
環
と
し
て
、寺
社
建

築
の
素
晴
ら
し
さ
を
海
外
の
方
や
国
内
の
若
い

方
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
ね
。

編
集
部
　
文
化
庁
長
官
を
訪
問
さ
れ
た
際
に
は

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
会
会
長
と
し
て
大
林
住

職
も
同
行
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。四
国

遍
路
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
、霊
場
会
で
も

新
た
な
取
り
組
み
な
ど
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

大
林
住
職
　
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
会
も
推

進
協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
、こ
の
活
動
に
協

力
す
る
と
共
に
、四
国
遍
路
が
世
界
に
誇
る
生

き
た
文
化
遺
産
と
し
て
、未
来
へ
保
存
、継
承
さ

れ
て
行
く
こ
と
を
悲
願
し
て
お
り
ま
す
。さ
ま

ざ
ま
な
宗
派
が
あ
り
ま
す
が
、四
国（
八
十
八
札

所
）の
霊
場
寺
院
が
一つ
と
な
っ
て
活
動
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。一
刻
も
早
く
暫
定
一

覧
表
に
記
載
さ
れ
、世
界
遺
産
に
登
録
で
き
る

よ
う
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

浜
田
県
知
事
　
ご
住
職
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ

う
に
、四
国
が
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
目
的

は
、四
国
が
誇
る
文
化
遺
産
を
未
来
へ
と
保
存

し
て
い
く
こ
と
、そ
し
て
継
承
し
て
い
く
た
め
で

あ
り
、将
来
的
に
は
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
地

域
の
活
性
化
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

編
集
部
　
な
る
ほ
ど
、四
国
遍
路
の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
動
き
は
四
国
四
県
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。で
は
、世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
活
動
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

浜
田
県
知
事
　
事
務
局
を
香
川
県
に
設
立
し
、

「
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
」に
お
い
て
構

成
資
産
で
も
あ
る
札
所
寺
院
や
遍
路
道
の
学
術

調
査
、四
国
遍
路
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。ま
た
、歩
き
遍
路
の
た
め
の
受
入
体
制
の
整

備
や
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
活
動
に
関
す
る

普
及
啓
発
活
動
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

編
集
部
　
香
川
県
は
霊
場
会
や
地
域
の
方
々
な

ど
と
密
に
連
携
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。そ
れ
で
は
、ア
ー
ト
県
と
し
て
小
さ

な
美
術
館
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、四

国
八
十
八
ヶ
所
以
外
の
香
川
県
内
の
寺
社
の
魅

力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、足
を
運
ん
で

も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、そ
う
い
っ
た
面

に
お
け
る
地
域
資
源
の
活
用
施
策
、観
光
事
業

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

浜
田
県
知
事
　
香
川
県
に
は「
こ
ん
ぴ
ら
さ

ん
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
守
り
神
で
あ

る「
金こ

と

ひ

ら

ぐ

う

刀
比
羅
宮
」が
あ
り
ま
す
。1
3
6
8
段

も
続
く
階
段
を
登
り
、参
拝
す
る
こ
と
で
全
国

か
ら
も
通
年
を
通
し
、多
く
の
観
光
客
の
方
が

訪
れ
る
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
以
前

よ
り
金
刀
比
羅
宮
や
琴
平
町
の
ご
協
力
の
も
と

「
金（
ゴ
ー
ル
ド
）」を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、香
川
県

の
新
た
な
る
魅
力
を
発
信
す
る
活
動「
ゴ
ー
ル

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。参
道

に
ゴ
ー
ル
ド
の
案
内
状
を
設
置
し
、観
光
案
内

所
で
金
色
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
金
色
の
杖
を

貸
し
出
し
て
い
る
他
、ゴ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
商
品
な
ど
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
が
積
極
的
に
活
動
に
賛
同
し
て
く
れ

た
こ
と
に
よ
り
、新
た
な
地
域
資
源
へ
と
繋
が
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
香
川
県
に
は
善ぜ

ん

つ

う

じ

通
寺
周
辺
や
高
松
市
に
も

八や

く

り

じ

栗
寺
な
ど
、伝
統
の
あ
る
寺
社
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
文
化
資
源
を
地
域
資
源

と
し
て
掘
り
起
こ
し
、地
域
活
性
化
へ
と
繋
げ

て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま

た
、県
産
品
を
活
用
し
た
施
策
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、積
極
的
な
連
携
、誘
客
を
図
り
、将
来

的
に
交
流
人
口
の
増
大
に
繋
が
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

大
林
住
職
　
我
々
霊
場
会
と
し
ま
し
て
も
、四

国
遍
路
の
魅
力
を
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら

え
て
発
信
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
2
0
2
3
年
に
は
弘
法
大
師

1
2
5
0
年
の
誕
生
祭
が
あ
り
ま
す
。宗
派
に

と
ら
わ
れ
ず
、歴
史
が
受
け
継
が
れ
、こ
れ
か
ら

未
来
へ
と
紡
ぐ
た
め
に
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、地
元
や
行
政
、霊
場
が
一
体
と
な
り
、積

極
的
に
地
域
の
P
R
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
う
す
る
こ
と
で
霊
場
会
、寺
社
の
み
な
ら
ず
、

四
国
全
体
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
も
の
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

浜
田
県
知
事
　
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
世
界
遺

産
登
録
へ
の
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
ね
。地

域
に
溶
け
込
ん
で
い
る
、素
晴
ら
し
い
庶
民
信
仰

は
文
化
的
な
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。日
本

の
観
光
の
中
心
は
神
社
仏
閣
。寺
社
な
ど
の
連

携
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
い
き
、日
本
が
誇
る
文

化
、寺
社
の
良
さ
を
発
信
し
、こ
れ
か
ら
の
未
来

へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

││

新
た
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
地
域
の
活
性

化
の
た
め
寺
社
と
県
の
連
携
が
円
滑
な
関
係
の

印
象
を
受
け
る
香
川
県
。
四
国
遍
路
の
発
展

の
た
め
、「
世
界
遺
産
登
録
」
へ
目
標
を
掲
げ
、

地
域
全
体
が一丸
と
な
っ
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
広

め
た
い
と
い
う
熱
い
想
い
が
浜
田
県
知
事
、
大

林
住
職
の
対
談
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
た
。
今

後
は
民
間
企
業
と
も
連
携
し
た
取
り
組
み
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
最
後
に
語
っ
た

浜
田
県
知
事
。
今
後
の
香
川
県
の
新
た
な
観

光
事
業
、
地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
に
注
目
し

た
い
。

「芸術祭の開催に伴い、
 若い方が四国遍路に興味を持つ
 良い機会となりました」

「四国遍路の
世界遺産登録に向けた活動が

今後の最重要課題です」

プロフィール　大林 教善

1952（昭和27）年1月10日、香川県観音寺市生まれ。東京大学法学部卒業。
1975（昭和50）年4月 大蔵省入省。1986（昭和61）年6月 大蔵省主計局主査

（農林水産担当）。1987（昭和62）年7月 大蔵省主計局主査（地方財政担当）。
1990（平成2）年4月 山形県総務部長。1996（平成8）年8月 大蔵省理財局国
債課長。2002（平成14）年7月 東海財務局長。2003（平成15）年7月 地方分
権改革推進会議事務局次長。2007（平成19）年4月 東京税関長。2008（平成
20）年7月 日本高速道路保有・債務返済機構理事。2010（平成22）年9月 香川
県知事 （1期目）。2014（平成26）年9月 香川県知事 （2期目）。

1945（昭和20）年11月11日生まれ。種智院大学卒業。1971（昭和46）年 甲山寺に
晋山（しんざん）。以後、全青連副理事長、善通寺派庶務部長、善通寺執行等を歴
任。2006（平成18）年から随心院流小野講傳所伝授阿闍梨となり随流一流伝授
を成滿。2008（平成20）年に御修法大行事を実施。2012（平成24）年に随心院
寺務長、2013（平成25）年に御修法別当、四国霊場讃岐部会会長、保護司（法務
大臣表彰）、善通寺市文化財保護審議委員会委員長。現在、四国霊場第74番札所
甲山寺住職。

プロフィール　浜田 恵造



広島県のなだらかな山間に佇む臨済宗建仁寺派
の特例地寺院・天

て ん し ん ざ ん し ん し ょ う じ

心山神勝寺に、昨年９月『神
勝寺　禅と庭のミュージアム』がオープンした。広
報担当の山

や ま し た

下鮎
あ ゆ み

美さんは「お寺の文化遺産を継承
しつつ、歴史的な建造物やお茶室の移築・再現、
庭造りを進めるうえで、ご縁のある白

は く い ん

隠の禅画をとも
に体験できる施設があれば」と、ミュージアム構想
の経緯を語る。全体をミュージアムとして見立てた
神勝寺の広大な敷地内には、建築家・藤

ふ じ も り

森照
て る の ぶ

信
設計による寺務所、滋賀県の永

え い げ ん じ

源寺から移築再建
された含

が ん く う い ん

空院、復元された千利休の茶室、臨済宗
中
ち ゅ う こ う

興の祖
そ

といわれる禅僧・白隠の禅画や墨跡など
常設展示する荘

し ょ う ご ん ど う

厳堂など、歴史的にも興味深い建
造物が多数点在。その中で注目を集めているのが、
海外でも活躍する彫刻家・名

な わ

和晃
こ う へ い

平が手掛けたアー
トパビリオン『洸庭』だ。

“無”の境地へ導く舟をイメージした
インスタレーション作品『洸庭』

『洸庭』の構想が生まれたきっかけについて山下
さんは「さまざまなジャンルのクリエイターが集うプラッ
トフォーム『S

サ ン ド イ ッ チ

ANDWICH』を主催する名和晃平さ
んと、その建築チームである李

り

仁
よ し た か

孝さん、古
こ だ い

代裕
ゆ う い ち

一
さんに、既存の中国絵画のコレクションを見せる空
間についてご相談をしました。その際に、建物内で
作品を体験することができるアートパビリオンのご提
案があり、『洸庭』の新設に至りました」と語る。
伝統的なこけら葺きの技法による、全体が木材で柔
らかく包み込まれた全長 46メートルもの巨大な舟形
の建造物『洸庭』は、荒ぶる海原に見立てた石
の上に浮かぶように配置されている。その重厚な存
在感、彫刻的な造形美に誰もが心奪われるだろう。
物質感のある石の海を抜け、ゆるやかなスロープを
上がり、小さな入り口から舟のなかへ入ると、建物
内部の空間では、暗闇の中で波に反射する光を五
感で感じるインスタレーションが体験でき、訪れた人
を深い瞑想の世界へと誘う。

新しい禅の世界を体験できる
壮大なアートパビリオン「洸

こ う て い

庭」が誕生

「荘厳堂」に展示された白隠の作品『鼠大黒』　写真：堀出 恒夫

『洸庭』の外観　ⒸSANDWICH inc

「現代美術のアプローチで禅を解釈し表現した
『洸庭』とともに、禅画、建築、アート、庭の鑑
賞を通して新しい禅を体験してほしい」と山下さん。
今後はトークイベントも構想中とのこと。古典建築
から現代建築まで時代を超えた禅に関わるアートが
共存し、訪れた人が“見る、歩く、感じる、瞑想す
る”など、それぞれに禅の心を感じられる新しい形の
ミュージアムは、日本はもとより禅ブームが高まる海
外でも話題を集めそうだ。

臨済宗建仁寺派 神勝寺  禅と庭のミュージアム
〒 720-0401
広島県福山市沼隈町大字上山南 91
TEL：084-988-1111( 寺務所 )
http://shinshoji.com/
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行政・観光のトレンド情報をリポート

行 政・観 光 リ ポ ー ト

大田原市モーションコミック『天地の生粋』の 1シーン ⓒ大田原市

“動く漫画”で八
や み ぞ さ ん

溝山をPR
大
お お た わ ら し

田原市が全国初の取り組みを実施
栃木県大田原市が文

ぶ ん せ い

星芸術大学と連携し、八溝山
をテーマに、マンガに音声や動きを加えた「モーションコ
ミック」による市のPR 動画を制作した。自治体がモーショ
ンコミックを使って PR 動画を制作するのは全国初の試
みで、すでに動画投稿サイト YouTube などで公開され
話題を集めている。

制作のきっかけについて、大田原市政策推進課の
飯
い い づ か け ん じ

塚健次さんは「文星芸術大学の長島重夫地域連携
センター長から大田原市長にモーションコミックの紹介が
あり、同大に PR 動画の制作を依頼しました」と語る。
大田原市は、八溝山を囲む近隣の３県 7 市町と「八溝
山周辺地域定住自立圏」を形成しており、その圏域３
県を跨ぐように標高 1,022メートルを誇る壮大な八溝山
がそびえたつ。その八溝山をテーマにした理由について
は、「八溝山は空海が名付けたと言われる信仰の場でも
ありますが、全国的な知名度は得られていません。しか
し近年、清

せ い れ つ

冽な水と豊富な自然に囲まれた八溝山をハイ
キングや自転車で登る愛好家が増加していることもあり、
首都圏からの誘客促進に期待できる八溝山に焦点を当
て、PR 動画を制作するに至りました」と飯塚さんは話す。

八溝山の“何もない自然”の魅力を
モーションコミックで表現

モーションコミックとは、マンガなどの絵をパソコンに
取り込み音声や動きを付けた動画のこと。アニメーショ
ンと比べ費用や制作時間が３分の１程度に抑えられるメ
リットがある。とはいえ、今回 PR 動画の制作を手掛け
た同大マンガ専攻の田

た な か せ い い ち

中誠一 . 教授は「八溝山が観
光地ではなく“何もない自然の魅力を伝える”ことをテー
マにしていたので、とにかく現場へ出向き、自分の足で
歩いて八溝山の自然を体感しようと往復４時間かけ 20
回以上取材・調査へ訪れました」と人知れぬ苦労も話
してくれた。「八溝山周辺の自然の美しさを絵で表現す
るため、色彩、光、磯

い そ が み

上の山桜、川の流れの動きな
ど何度も試行錯誤を重ねて制作しました。動画で流れ
ているバスや鐘の音などは、その場で録音した音を使っ
ています」

行政、大学、寺社が連携し、
映像を通して地域の魅力を発信

タイトルを『天地の生粋』、サブタイトルを“なにもな
いけどいいところ八溝山”と題し完成した PR 動画には、
市の名 所の一つとして臨 済 宗 妙 心 寺 派の名 刹・
雲
う ん が ん じ

巌寺が紹介され、住職の原
は ら

老師も登場する。「雲
巌寺へ足を運ばせていただいた際に、原老師が『八
溝の自然の中で生きる話』を語ってくれました。その中
の『天地の生粋』という言葉がとても印象的で、本モー
ションコミックのタイトルに使わせていただきました」と田
中教授。

八溝山周辺地域定住自立圏内には、大田原市のみ
ならず由緒ある寺社が数多く点在。飯塚さんは「これ
らの寺社を地域資源として捉え、その地域に暮らす住
民、観光客双方に歴史や特性を強く認識してもらい、
地域振興を実現したい」と、今回のモーションコミック
による PR 動画を機に、当該地域のさらなる魅力発信
を目指す。このモーションコミックは大田原市公式サイト
の YouTube チャンネルなどで公開している。

大田原市公式サイト http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/
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広島県のなだらかな山間に佇む臨済宗建仁寺派
の特例地寺院・天

て ん し ん ざ ん し ん し ょ う じ

心山神勝寺に、昨年９月『神
勝寺　禅と庭のミュージアム』がオープンした。広
報担当の山

や ま し た

下鮎
あ ゆ み

美さんは「お寺の文化遺産を継承
しつつ、歴史的な建造物やお茶室の移築・再現、
庭造りを進めるうえで、ご縁のある白

は く い ん

隠の禅画をとも
に体験できる施設があれば」と、ミュージアム構想
の経緯を語る。全体をミュージアムとして見立てた
神勝寺の広大な敷地内には、建築家・藤

ふ じ も り

森照
て る の ぶ

信
設計による寺務所、滋賀県の永

え い げ ん じ

源寺から移築再建
された含

が ん く う い ん

空院、復元された千利休の茶室、臨済宗
中
ち ゅ う こ う

興の祖
そ

といわれる禅僧・白隠の禅画や墨跡など
常設展示する荘

し ょ う ご ん ど う

厳堂など、歴史的にも興味深い建
造物が多数点在。その中で注目を集めているのが、
海外でも活躍する彫刻家・名

な わ

和晃
こ う へ い

平が手掛けたアー
トパビリオン『洸庭』だ。

“無”の境地へ導く舟をイメージした
インスタレーション作品『洸庭』

『洸庭』の構想が生まれたきっかけについて山下
さんは「さまざまなジャンルのクリエイターが集うプラッ
トフォーム『S

サ ン ド イ ッ チ

ANDWICH』を主催する名和晃平さ
んと、その建築チームである李

り

仁
よ し た か

孝さん、古
こ だ い

代裕
ゆ う い ち

一
さんに、既存の中国絵画のコレクションを見せる空
間についてご相談をしました。その際に、建物内で
作品を体験することができるアートパビリオンのご提
案があり、『洸庭』の新設に至りました」と語る。
伝統的なこけら葺きの技法による、全体が木材で柔
らかく包み込まれた全長 46メートルもの巨大な舟形
の建造物『洸庭』は、荒ぶる海原に見立てた石
の上に浮かぶように配置されている。その重厚な存
在感、彫刻的な造形美に誰もが心奪われるだろう。
物質感のある石の海を抜け、ゆるやかなスロープを
上がり、小さな入り口から舟のなかへ入ると、建物
内部の空間では、暗闇の中で波に反射する光を五
感で感じるインスタレーションが体験でき、訪れた人
を深い瞑想の世界へと誘う。

新しい禅の世界を体験できる
壮大なアートパビリオン「洸

こ う て い

庭」が誕生

「荘厳堂」に展示された白隠の作品『鼠大黒』　写真：堀出 恒夫

『洸庭』の外観　ⒸSANDWICH inc

「現代美術のアプローチで禅を解釈し表現した
『洸庭』とともに、禅画、建築、アート、庭の鑑
賞を通して新しい禅を体験してほしい」と山下さん。
今後はトークイベントも構想中とのこと。古典建築
から現代建築まで時代を超えた禅に関わるアートが
共存し、訪れた人が“見る、歩く、感じる、瞑想す
る”など、それぞれに禅の心を感じられる新しい形の
ミュージアムは、日本はもとより禅ブームが高まる海
外でも話題を集めそうだ。

臨済宗建仁寺派 神勝寺  禅と庭のミュージアム
〒 720-0401
広島県福山市沼隈町大字上山南 91
TEL：084-988-1111( 寺務所 )
http://shinshoji.com/
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行政・観光のトレンド情報をリポート

行 政・観 光 リ ポ ー ト

大田原市モーションコミック『天地の生粋』の 1シーン ⓒ大田原市

“動く漫画”で八
や み ぞ さ ん

溝山をPR
大
お お た わ ら し

田原市が全国初の取り組みを実施
栃木県大田原市が文

ぶ ん せ い

星芸術大学と連携し、八溝山
をテーマに、マンガに音声や動きを加えた「モーションコ
ミック」による市のPR 動画を制作した。自治体がモーショ
ンコミックを使って PR 動画を制作するのは全国初の試
みで、すでに動画投稿サイト YouTube などで公開され
話題を集めている。

制作のきっかけについて、大田原市政策推進課の
飯
い い づ か け ん じ

塚健次さんは「文星芸術大学の長島重夫地域連携
センター長から大田原市長にモーションコミックの紹介が
あり、同大に PR 動画の制作を依頼しました」と語る。
大田原市は、八溝山を囲む近隣の３県 7 市町と「八溝
山周辺地域定住自立圏」を形成しており、その圏域３
県を跨ぐように標高 1,022メートルを誇る壮大な八溝山
がそびえたつ。その八溝山をテーマにした理由について
は、「八溝山は空海が名付けたと言われる信仰の場でも
ありますが、全国的な知名度は得られていません。しか
し近年、清

せ い れ つ

冽な水と豊富な自然に囲まれた八溝山をハイ
キングや自転車で登る愛好家が増加していることもあり、
首都圏からの誘客促進に期待できる八溝山に焦点を当
て、PR 動画を制作するに至りました」と飯塚さんは話す。

八溝山の“何もない自然”の魅力を
モーションコミックで表現

モーションコミックとは、マンガなどの絵をパソコンに
取り込み音声や動きを付けた動画のこと。アニメーショ
ンと比べ費用や制作時間が３分の１程度に抑えられるメ
リットがある。とはいえ、今回 PR 動画の制作を手掛け
た同大マンガ専攻の田

た な か せ い い ち

中誠一 . 教授は「八溝山が観
光地ではなく“何もない自然の魅力を伝える”ことをテー
マにしていたので、とにかく現場へ出向き、自分の足で
歩いて八溝山の自然を体感しようと往復４時間かけ 20
回以上取材・調査へ訪れました」と人知れぬ苦労も話
してくれた。「八溝山周辺の自然の美しさを絵で表現す
るため、色彩、光、磯

い そ が み

上の山桜、川の流れの動きな
ど何度も試行錯誤を重ねて制作しました。動画で流れ
ているバスや鐘の音などは、その場で録音した音を使っ
ています」

行政、大学、寺社が連携し、
映像を通して地域の魅力を発信

タイトルを『天地の生粋』、サブタイトルを“なにもな
いけどいいところ八溝山”と題し完成した PR 動画には、
市の名 所の一つとして臨 済 宗 妙 心 寺 派の名 刹・
雲
う ん が ん じ

巌寺が紹介され、住職の原
は ら

老師も登場する。「雲
巌寺へ足を運ばせていただいた際に、原老師が『八
溝の自然の中で生きる話』を語ってくれました。その中
の『天地の生粋』という言葉がとても印象的で、本モー
ションコミックのタイトルに使わせていただきました」と田
中教授。

八溝山周辺地域定住自立圏内には、大田原市のみ
ならず由緒ある寺社が数多く点在。飯塚さんは「これ
らの寺社を地域資源として捉え、その地域に暮らす住
民、観光客双方に歴史や特性を強く認識してもらい、
地域振興を実現したい」と、今回のモーションコミック
による PR 動画を機に、当該地域のさらなる魅力発信
を目指す。このモーションコミックは大田原市公式サイト
の YouTube チャンネルなどで公開している。

大田原市公式サイト http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/
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神
武
天
皇
の
侍
臣
で
中
臣
氏
の

祖
の
天あ

め
の
た
ね種

子こ
の
み
こ
と命

が
、
天
皇
の
命
で
祖

神
の
天あ

め
の
こ
や

児
屋
根ね

の
み
こ
と命

を
お
祀
り
さ
れ
て

か
ら
、
ご
鎮
座
2
6
8
0
年
を
数

え
る
枚
岡
神
社
。
同
社
の
代
名
詞

と
も
い
え
る
の
が
、
年
末
に
開
か
れ

る
「
お
笑
い
神
事
」。
天
岩
戸
に
隠

れ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
大
神
を
誘
い
出
す

た
め
に
、
主
祭
神
・
天
児
屋
根
命
の

祝
詞
と
と
も
に
、
神
々
が
大
声
で
笑

い
続
け
た
と
い
う
「
天
岩
戸
の
神
話
」

に
ち
な
ん
で
社
中
で
行
わ
れ
て
い
た

「
注し

め

か

け

し

ん

じ

連
縄
掛
神
事
」
を
一
般
参
加
に
ま

で
拡
大
し
た
も
の
。

そ
の
神
事
が
開
か
れ
た
同
じ
日（
昨

年
12
月
23
日
）
の
夕
刻
、
中な

か
ひ
が
し
ひ
ろ
し

東
弘
宮

司
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
「
天
の
岩

戸
開
き
神
事
」
が
本
邦
初
斎
行
さ
れ

た
。
弟
ス
サ
ノ
オ
の
度
重
な
る
乱
暴

な
ふ
る
舞
い
に
よ
り
岩
戸
に
隠
れ
ら
れ

た
太
陽
神
ア
マ
テ
ラ
ス
が
、
再
び
こ
の

世
界
に
戻
ら
れ
る
と
い
う
神
代
の
物

語
が
忠
実
に
再
現
さ
れ
た
。

主
祭
神
の
天
児
屋
根
命
を
演
じ
る

の
は
、
こ
の
神
事
を
取
り
ま
と
め
る
中

東
宮
司
。
そ
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
を
演
じ

る
の
は
日
本
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人

で
あ
り
、
多
分
野
で
非
凡
な
才
能
を

発
揮
す
る
は
せ
く
ら
み
ゆ
き
さ
ん
。
か

が
り
火
、
和
太
鼓
、
舞
、
雅
楽
の
し

ら
べ
が
織
り
な
す
な
か
で
粛
々
と
神

代
の
物
語
が
再
現
さ
れ
、
神
々
の
楽

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
12
月
23
日　

 

河
内
國
一
之
宮 

枚ひ
ら
お
か
じ
ん
じ
ゃ

岡
神
社
「
注し

め

か

け

し

ん

じ

連
縄
掛
神
事
」（
通
称
・
お
笑
い
神
事
）

神
話
の
世
界
を
再
現
「
天
の
岩
戸
開
き
神
事
」
を
本
邦
初
斎
行

し
そ
う
な
笑
い
と
と
も
に
天
の
岩
戸

が
開
か
れ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
登
場
す
る

と
境
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
大
き
な
歓

声
が
上
が
っ
た
。
80
名
の
巫
女
と
と

も
に
夜
明
け
を
告
げ
る
言
祝
ぎ
の
う

た
「
あ
け
の
う
た
」
が
披
露
さ
れ
る

様
は
、ま
さ
に
圧
巻
。
こ
こ
で
も
ま
た
、

参
詣
者
は
じ
め一同
に
よ
る
「
ア
ッ
ハ
ッ

ハ
ー
」
の
笑
い
声
が
響
き
渡
る
。「
無

心
に
笑
う
と
心
の
岩
戸
が
開
か
れ
、

神
気
が
蘇
り
、
調
和
の
心
が
目
覚
め
、

来
福
に
繋
が
る
」
と
中
東
宮
司
は
語

る
。
新
た
な
る
黎
明
の
時
代
へ
向
け
、

岩
戸
を
開
い
て
い
く
と
い
う
同
社
初
の

壮
大
な
神
事
は
、
参
詣
者
全
員
の
心

に
深
く
刻
ま
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

「天の岩戸開き神事」のプロデュースを手掛けた
中東弘宮司

午前10時の「注連縄掛神事」では、中東宮司の先導
に合わせて三度笑った後、3,000人余の老若男女とと
もに、20分間笑い続け、境内は笑いで満ち溢れた

天の岩戸が開かれ、アマテラスオオミカミが登場。80名の巫女とともに「あけのうた」を披露した
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株式会社イサオ商会
江戸熊手職人 中村屋
〒176‐0012
東京都練馬区豊玉北2-14-8
TEL.03-6915-8044
http://kumade-nakamuraya.
com/

江
戸
の
粋
を

　
品
を
感
じ
る
、
豪
華
さ
と

併
せ
持
つ
江
戸
熊
手

1.2.3. 今年の干支の酉をモ
チーフにした熊手

4.江戸熊手で重要な注連縄
を取り付ける作業

5. 色使いを抑えた金色と黄
色の熊手。風水的にも良い
とされる

6. 扇を広げたように小判山
を配置したことで、豪華さが
際立った熊手。デザインした
のは入社５年目の佐藤彰彦
（さとうあきひろ）さん

７. 代表取締役社長の片山
裕彦さん。妻の敏子さんと７
人の若手職人で会社を切り
盛りする 1

5

2

3

4

6

毎
年
11
月
の
酉
の
日
に
商
売
繁
盛

な
ど
を
願
う
人
た
ち
が
、
神
社
の
境

内
の
露
店
で
買
い
求
め
る
熊
手
。
中
で

も
「
江え

ど

く

ま

で

戸
熊
手
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

は
、
注し

め

な

わ

連
縄
と
小こ

ば
ん
や
ま

判
山
を
使
っ
た
デ
ザ

イ
ン
が
特
徴
で
、
中
村
屋
の
創
業
者
で

先
代
代
表
の
中な

か
む
ら村

勇い

さ

お雄
さ
ん
が
考
案
。

中
村
屋
の
作
り
出
す
熊
手
は
、「
江
戸

の
粋
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
似
合
う
。

中
村
屋
は
１
９
５
５
（
昭
和
30
）

年
に
先
代
が
創
業
。
現
在
は
次
女
・

敏と

し

こ子
さ
ん
の
婿
で
あ
る
片か

た
や
ま山

裕ひ
ろ
ひ
こ彦

さ
ん

が
引
き
継
い
で
い
る
。
製
造
縮
小
傾
向

に
あ
る
熊
手
だ
が
、
そ
の
中
で
中
村
屋

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
努
力
に
よ
り
成

長
を
続
け
る
。「
こ
れ
ま
で
の
熊
手
の

概
念
を
覆
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
片
山
さ
ん
。
材

料
を
仕
入
れ
る
た
め
中
国
な
ど
に
も
出

向
く
。
注
連
縄
は
新
潟
県
魚
沼
郡
の

農
協
に
発
注
し
て
お
り
、「
材
料
探
し

が一
番
大
変
」
と
片
山
さ
ん
は
苦
笑
す

る
。
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
す
る
敏
子
さ
ん

は
中
村
屋
の
熊
手
の
人
気
の
理
由
に
つ

い
て
「
イ
メ
ー
ジ
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
飾

り
が
な
い
時
に
、
ど
う
や
っ
て
そ
れ
に

近
づ
け
る
か
考
え
ま
す
。
高
価
な
材

料
を
使
っ
た
り
、
飾
り
を
全
部
手
作

り
に
す
る
と
熊
手
の
値
段
が
上
が
る

の
で
、
い
か
に
既
製
品
を
使
っ
て
よ
く

見
せ
る
か
が
大
事
」
と
語
る
。
若
い
職

人
を
育
て
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
感
性
に

よ
っ
て
熊
手
も
時
代
に
合
わ
せ
進
化
し

て
い
る
。

7

職

人

技
伝
統
と
文
化
を
継
承
す
る
職
人
名
鑑
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大
き
く
描
か
れ
た
３
つ
の
梵ぼ

ん

じ字
。

信
者
の
髪
で
刺
繍
し
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
る
が
、
素
材
は
不
明
。
上
の
梵

字
は
「
キ
リ
ー
ク
」
で
、
阿
弥
陀
如

来
を
表
し
、
右
の
「
サ
」
は
観
音
菩

薩
を
、
左
の
「
サ
ク
」
は
勢せ

い

し至
菩
薩

を
表
現
し
て
い
る
。
上
部
に
は
蓮
華

唐
草
模
様
の
天
蓋
、
下
部
に
は
三
足

卓
に
載
せ
た
蓮
の
花
が
生
け
ら
れ
た

花
瓶
と
三
足
香
炉
、
三
足
卓
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。
黒
と
金
を
基
調
に
し
た

曼
荼
羅
は
荘
厳
な
雰
囲
気
が
漂
う
。

室
町
時
代
前
期
の
作
品
だ
が
、
藤

原
不ふ

ひ

と

比
等
の
孫
を
父
に
持
つ
中ち

ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め

将
姫

〔
7
4
7（
天
平
19
）年
～
7
7
5（
宝

亀
6
）
年
〕
が
制
作
し
た
と
の
伝
承

も
あ
る
。
中
将
姫
は
奈
良
・
當た

い

ま

で

ら

麻
寺

に
あ
る
「
當
麻
曼
荼
羅
」
を
織
っ
た

と
さ
れ
る
人
物
で
、
彼
女
に
ま
つ
わ

る
伝
説
は
平
安
時
代
か
ら
広
ま
る
。

こ
の
伝
説
と
は
、
継
母
に
雲ひ

ば

り雀
山

に
捨
て
ら
れ
た
姫
が
17
歳
で
當
麻
寺

に
入
門
。
26
歳
の
時
に
長
谷
観
音
の

お
告
げ
で
、
蓮
の
茎
を
集
め
て
糸
を

繰
り
、一
夜
で
當
間
曼
荼
羅
を
織
り
上

げ
、
29
歳
の
時
に一
丈
の
光
明
と
共
に

現
れ
た
阿
弥
陀
如
来
と
二
十
五
菩
薩

に
、
生
き
た
ま
ま
極
楽
浄
土
へ
連
れ

て
行
か
れ
た
話
で
あ
る
。

天
台
宗
の
学
問
所
と
し
て
優
れ
た

人
材
を
輩
出
し
て
き
た
月
山
寺
。
こ

の
曼
荼
羅
は
境
内
の
美
術
館
に
展
示

さ
れ
、
今
な
お
多
く
の
信
者
や
参
拝

者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

「
伝
説
」
と
共
に
後
世
に
伝
え
た
い
茨
城
県
指
定
重
要
文
化
財

中
ち

ゅ

う

じ

ょ

う

ひ

め

さ

ん

ぞ

ん

し

ゅ

じ

し

し

ゅ

う

ま

ん

だ

ら

将
姫
三
尊
種
子
刺
繍
曼
荼
羅

絹け

ん

ぽ

ん

ち

ょ

し

ょ

く

ま

ん

だ

ら

本
著
色
曼
荼
羅

（右）中将姫三尊種子刺繍曼荼羅絹本著色
曼荼羅の全体

（左上）信者の髪で刺繍したものと伝えられる
梵字

（左下）国・県指定の重要文化財などが納めら
れている月山寺美術館

天台宗　曜
ようこうざん

光山 月
が っ さ ん じ

山寺
〒309-1451  茨城県桜川市西小塙1677
TEL：0296-75-2251
http://www006.upp.so-net.ne.jp/youkouzan/

うちのお宝神社・仏閣に隠された宝物を逸話とともにご紹介

OTAKARA

（上）吉凶を占う図と不動明王を表す梵字
「カーン」が書かれた軍配の表面
（中）軍配の裏面
（下）梨地の箱に「道灌」の文字が見られる

常
ひ た ち の く に そ う し ゃ ぐ う

陸國總社宮
〒315-0016
茨城県石岡市総社2-8-1
TEL：0299-22-2233
www.sosyagu.jp/

江
戸
城
を
築
城
し
た
こ
と
で
も
有

名
な
室
町
後
期
の
軍
師
・
太お

お
た
ど
う
か
ん

田
道
灌

（
１
４
３
２
～
８
６
年
）
の
軍
配
が
、

常ひ
た
ち
の
く
に
そ
う
し
ゃ
ぐ
う

陸
國
總
社
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

軍
配
の
外
枠
は
鉄
製
で
、
内
側
は

膠に
か
わ

で
紙
を
何
層
に
も
重
ね
て
お
り
、

黒
い
漆
を
全
体
的
に
塗
っ
て
着
色
。

軍
配
の
表
面
に
は
吉
凶
を
占
う
図
と

不
動
明
王
を
表
す
梵
字「
カ
ー
ン
」が
、

裏
面
に
は
梵
字
で
観
音
菩
薩
の
「
サ
」

が
赤
い
漆
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
軍
配
は
、
太
田
道
灌
が
奥
州

に
下
向
し
た
時
に
戦
勝
祈
願
で
常

陸
國
總
社
宮
に
立
ち
寄
り
、
和
歌

と
共
に
奉
納
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

る
が
、「
道
灌
が
茨
城
の
方
に
来
た

記
録
は
な
い
の
で
、
道
灌
の
曾
孫
の

資す
け
ま
さ正

が
常
陸
国
片か

た

の野
城じ

ょ
う
し
ゅ主

に
な
っ
た

時
に
、
こ
の
神
社
に
奉
納
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
禰ね

ぎ宜
の

石い

し

ざ

き

た

か

ひ

こ

﨑
貴
比
古
さ
ん
。

軍
配
を
収
納
す
る
梨
地
の
箱
に
は

太
田
家
の
桔
梗
紋
が
描
か
れ
、
内
側

に
は
、「
偉
大
な
祖
先
の
軍
配
が
こ
こ

に
あ
る
と
聞
い
た
の
で
お
借
り
し
て
、

こ
の
箱
を
お
礼
に
作
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
先
祖
が
使
っ
て
い
た
軍
配

が
自
分
の
間
近
に
あ
る
の
は
非
常
に

感
慨
深
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
寛

文
年
間
（
１
６
６
１
～
７
２
年
）
に
、

道
灌
の
子
孫
の
浜
松
城
主
・
資す

け
む
ね宗

、

資す
け
つ
ぐ次
親
子
が
作
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
軍
配
、
今
も
な
お
人
気
の
あ
る

道
灌
が
残
し
た
貴
重
な
お
宝
で
あ
る
。

戦
国
時
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
県
指
定
文
化
財

太
お

お

た

ど

う

か

ん

し

ょ

よ

う

う

る

し

が

わ

ぐ

ん

ば

い

田
道
灌
所
用
漆
皮
軍
配
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大
き
く
描
か
れ
た
３
つ
の
梵ぼ

ん

じ字
。

信
者
の
髪
で
刺
繍
し
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
る
が
、
素
材
は
不
明
。
上
の
梵

字
は
「
キ
リ
ー
ク
」
で
、
阿
弥
陀
如

来
を
表
し
、
右
の
「
サ
」
は
観
音
菩

薩
を
、
左
の
「
サ
ク
」
は
勢せ

い

し至
菩
薩

を
表
現
し
て
い
る
。
上
部
に
は
蓮
華

唐
草
模
様
の
天
蓋
、
下
部
に
は
三
足

卓
に
載
せ
た
蓮
の
花
が
生
け
ら
れ
た

花
瓶
と
三
足
香
炉
、
三
足
卓
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。
黒
と
金
を
基
調
に
し
た

曼
荼
羅
は
荘
厳
な
雰
囲
気
が
漂
う
。

室
町
時
代
前
期
の
作
品
だ
が
、
藤

原
不ふ

ひ

と

比
等
の
孫
を
父
に
持
つ
中ち

ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め

将
姫

〔
7
4
7（
天
平
19
）年
～
7
7
5（
宝

亀
6
）
年
〕
が
制
作
し
た
と
の
伝
承

も
あ
る
。
中
将
姫
は
奈
良
・
當た

い

ま

で

ら

麻
寺

に
あ
る
「
當
麻
曼
荼
羅
」
を
織
っ
た

と
さ
れ
る
人
物
で
、
彼
女
に
ま
つ
わ

る
伝
説
は
平
安
時
代
か
ら
広
ま
る
。

こ
の
伝
説
と
は
、
継
母
に
雲ひ

ば

り雀
山

に
捨
て
ら
れ
た
姫
が
17
歳
で
當
麻
寺

に
入
門
。
26
歳
の
時
に
長
谷
観
音
の

お
告
げ
で
、
蓮
の
茎
を
集
め
て
糸
を

繰
り
、一
夜
で
當
間
曼
荼
羅
を
織
り
上

げ
、
29
歳
の
時
に一
丈
の
光
明
と
共
に

現
れ
た
阿
弥
陀
如
来
と
二
十
五
菩
薩

に
、
生
き
た
ま
ま
極
楽
浄
土
へ
連
れ

て
行
か
れ
た
話
で
あ
る
。

天
台
宗
の
学
問
所
と
し
て
優
れ
た

人
材
を
輩
出
し
て
き
た
月
山
寺
。
こ

の
曼
荼
羅
は
境
内
の
美
術
館
に
展
示

さ
れ
、
今
な
お
多
く
の
信
者
や
参
拝

者
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

「
伝
説
」
と
共
に
後
世
に
伝
え
た
い
茨
城
県
指
定
重
要
文
化
財

中
ち

ゅ

う

じ

ょ

う

ひ

め

さ

ん

ぞ

ん

し

ゅ

じ

し

し

ゅ

う

ま

ん

だ

ら

将
姫
三
尊
種
子
刺
繍
曼
荼
羅

絹け

ん

ぽ

ん

ち

ょ

し

ょ

く

ま

ん

だ

ら

本
著
色
曼
荼
羅

（右）中将姫三尊種子刺繍曼荼羅絹本著色
曼荼羅の全体

（左上）信者の髪で刺繍したものと伝えられる
梵字

（左下）国・県指定の重要文化財などが納めら
れている月山寺美術館

天台宗　曜
ようこうざん

光山 月
が っ さ ん じ

山寺
〒309-1451  茨城県桜川市西小塙1677
TEL：0296-75-2251
http://www006.upp.so-net.ne.jp/youkouzan/

うちのお宝神社・仏閣に隠された宝物を逸話とともにご紹介

OTAKARA

（上）吉凶を占う図と不動明王を表す梵字
「カーン」が書かれた軍配の表面
（中）軍配の裏面
（下）梨地の箱に「道灌」の文字が見られる

常
ひ た ち の く に そ う し ゃ ぐ う

陸國總社宮
〒315-0016
茨城県石岡市総社2-8-1
TEL：0299-22-2233
www.sosyagu.jp/

江
戸
城
を
築
城
し
た
こ
と
で
も
有

名
な
室
町
後
期
の
軍
師
・
太お

お
た
ど
う
か
ん

田
道
灌

（
１
４
３
２
～
８
６
年
）
の
軍
配
が
、

常ひ
た
ち
の
く
に
そ
う
し
ゃ
ぐ
う

陸
國
總
社
宮
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

軍
配
の
外
枠
は
鉄
製
で
、
内
側
は

膠に
か
わ

で
紙
を
何
層
に
も
重
ね
て
お
り
、

黒
い
漆
を
全
体
的
に
塗
っ
て
着
色
。

軍
配
の
表
面
に
は
吉
凶
を
占
う
図
と

不
動
明
王
を
表
す
梵
字「
カ
ー
ン
」が
、

裏
面
に
は
梵
字
で
観
音
菩
薩
の
「
サ
」

が
赤
い
漆
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
軍
配
は
、
太
田
道
灌
が
奥
州

に
下
向
し
た
時
に
戦
勝
祈
願
で
常

陸
國
總
社
宮
に
立
ち
寄
り
、
和
歌

と
共
に
奉
納
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

る
が
、「
道
灌
が
茨
城
の
方
に
来
た

記
録
は
な
い
の
で
、
道
灌
の
曾
孫
の

資す
け
ま
さ正

が
常
陸
国
片か

た

の野
城じ

ょ
う
し
ゅ主

に
な
っ
た

時
に
、
こ
の
神
社
に
奉
納
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
禰ね

ぎ宜
の

石い

し

ざ

き

た

か

ひ

こ

﨑
貴
比
古
さ
ん
。

軍
配
を
収
納
す
る
梨
地
の
箱
に
は

太
田
家
の
桔
梗
紋
が
描
か
れ
、
内
側

に
は
、「
偉
大
な
祖
先
の
軍
配
が
こ
こ

に
あ
る
と
聞
い
た
の
で
お
借
り
し
て
、

こ
の
箱
を
お
礼
に
作
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
先
祖
が
使
っ
て
い
た
軍
配

が
自
分
の
間
近
に
あ
る
の
は
非
常
に

感
慨
深
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
寛

文
年
間
（
１
６
６
１
～
７
２
年
）
に
、

道
灌
の
子
孫
の
浜
松
城
主
・
資す

け
む
ね宗
、

資す
け
つ
ぐ次
親
子
が
作
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
軍
配
、
今
も
な
お
人
気
の
あ
る

道
灌
が
残
し
た
貴
重
な
お
宝
で
あ
る
。

戦
国
時
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
県
指
定
文
化
財

太
お

お

た

ど

う

か

ん

し

ょ

よ

う

う

る

し

が

わ

ぐ

ん

ば

い

田
道
灌
所
用
漆
皮
軍
配
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（右）組み立てている様子
（左上）第２回「家庭の中の小さな神社
神棚づくり教室」の説明の様子

（左下）左・浅草神社の矢野禰宜、右・
株式会社クボデラの窪寺社長

浅草神社『家庭の中の小さな神社　神棚づくり教室』

神棚づくりを通して日本文化に触れる
小さな頃から神棚に手を合わせる大切さを伝えたい

寺社と地域を結ぶ活動にクローズアップ　　集う、育む 体験レポート

「
楽
し
か
っ
た
」と

目
を
輝
か
せ
た
子
ど
も
た
ち

三さ
ん
じ
ゃ
さ
ま

社
様
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
東
京
都
・

浅あ
さ
く
さ
じ
ん
じ
ゃ

草
神
社
。
こ
の
神
社
の
社
務
所
内
の
一
室

で
、
小
学
生
を
対
象
に
し
た
第
２
回
「
家
庭

の
中
の
小
さ
な
神
社 

神
棚
づ
く
り
教
室
」
が

昨
年
（
２
０
１
６
年
）
12
月
10
日
に
行
わ
れ
、

小
学
生
37
名
、
保
護
者
30
名
が
参
加
し
た
。

教
室
で
使
用
さ
れ
た
神
棚
キ
ッ
ト
は
、
あ

ら
か
じ
め
カ
ッ
ト
さ
れ
た
木
材
が
用
意
さ
れ
、

木
工
用
接
着
剤
を
使
っ
て
簡
単
に
組
み
立
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
最
初
は
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
説
明
を
聞
き
な
が
ら
組
み
立

て
て
行
き
、
後
半
は
保
護
者
も
加
わ
り
、
家

族
と
一
緒
に
な
っ
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
神

棚
づ
く
り
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
参

加
者
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
祖
父
が
神
棚

づ
く
り
へ
の
参
加
を
勧
め
て
く
れ
た
と
い
う

矢や

さ

く

は

や

と

作
颯
士
く
ん
（
小
学
３
年
生
）
は
「
全
部

一
人
で
作
れ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
、
た
び
た
び
浅
草

神
社
で
開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る

筑つ
く
い
ゆ
う

井
優
く
ん
（
小
学
３
年
）
も
「
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
。
自
分
の
机
に
飾
り
た
い
」
と
、
神

様
に
勉
強
し
て
い
る
姿
を
見
て
も
ら
う
よ
う

だ
。
完
成
し
た
神
棚
を
嬉
し
そ
う
に
抱
え
て

帰
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

感
謝
の
気
持
ち
と

物
を
大
切
に
す
る
心
を
養
う

浅
草
神
社
で
は
日
本
の
文
化
、
伝
統
、
風

習
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
提

供
し
た
い
と
い
う
考
え
の
も
と
、
稲
刈
り
や

餅
つ
き
な
ど
の
日
本
の
伝
統
文
化
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。
本
教
室
は
、
東
京
都
神

社
庁
主
催
に
よ
り
「
三さ

ん
か
ね
ん
じ
ん
ぐ
う

ヶ
年
神
宮
大た

い

ま

と

し

麻
都
市

頒は

ん

ぷ布
向
上
計
画
」
の
事
業
の
一つ
と
し
て
開

催
。
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
が
３
ヶ
年
計

画
の
最
終
年
。
普
段
の
生
活
の
中
に
神
社

を
設
け
て
も
ら
お
う
と
の
意
図
で
企
画
さ
れ

た
。
第
１
回
目
は
昨
年
８
月
に
文
京
区
の

根ね

づ津
神じ

ん
じ
ゃ社
で
行
わ
れ
た
。

神
棚
づ
く
り
を
通
じ
て
、
神
棚
に
手
を
合

わ
せ
感
謝
の
気
持
ち
が
芽
生
え
、
モ
ノ
づ
く

り
の
面
白
さ
や
モ
ノ
を
大
切
に
す
る
心
も
生

ま
れ
る
。「
ス
ギ
の
間
伐
材
を
使
う
こ
と
で
自

然
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
る
ほ
か
、
木
に
触
れ
る
こ
と
で
そ
の
温
も

り
も
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
神
棚
キ
ッ
ト
の

開
発
者
で
あ
る
株
式
会
社
ク
ボ
デ
ラ
の
窪く

ぼ
で
ら寺

伸の
ぶ
ひ
ろ浩
社
長
は
語
る
。
浅
草
神
社
の
矢や

の

こ

う

じ

野
幸
士

禰ね

ぎ宜
も
「
神
棚
づ
く
り
教
室
が
、
他
の
神
社

に
も
広
ま
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待
す
る
。

○
開
催
概
要
：
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童
と

　
参
加
児
童
の
保
護
者
の
方
を
対
象

○
参
加
費
：
1
0
0
0
円
（
御
神
札
代
と
し
て
）

○
開
催
場
所
：
浅
草
神
社

　
〒
1
1
1-

0
0
3
2

　
東
京
都
台
東
区
浅
草
2-

3-

1

　

T
E
L:

0
3-

3
8
4
4-

1
5
7
5

　http://w
w

w
.asakusajinja.jp/

○
神
棚
づ
く
り
教
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ク
ボ
デ
ラ
株
式
会
社

　
〒
1
6
5-

0
0
2
5

　
東
京
都
中
野
区
沼
袋
4-

27-

15

　
T
E
L:

0
3-

3
3
8
6-

1
1
5
3

　http://w
w

w
.kubodera.jp/
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（右）組み立てている様子
（左上）第２回「家庭の中の小さな神社
神棚づくり教室」の説明の様子

（左下）左・浅草神社の矢野禰宜、右・
株式会社クボデラの窪寺社長

浅草神社『家庭の中の小さな神社　神棚づくり教室』

神棚づくりを通して日本文化に触れる
小さな頃から神棚に手を合わせる大切さを伝えたい

寺社と地域を結ぶ活動にクローズアップ　　集う、育む 体験レポート
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田中 ひろみ
イラストレーター・文筆家

大阪府出身。女子の仏教サークル「丸の内はんにゃ会」代表。看護師として大学病院
に勤務した後、絵の学校を卒業し、小説家のアシスタントを経て、イラストレーターに
転身。文筆家としても、エッセイや実用書、恋愛、歴史、史跡めぐりなどさまざまな分野
の本を出版している。よみうりカルチャー、中日文化センターの講師を務めるほか、2010
（平成22）年からは奈良市観光大使としても活躍中。
http://usagitv.com/

田中さんがこれまで出してきた著書

1月に発行された   
『心やすらぐご利益別 仏像なぞり描き』

（池田書店）

『心やすらぐ仏像なぞり描き』『心やすらぐ国宝仏
像なぞり描き』（池田書店）は、合わせて約 15 万部
を発行した人気の書だ。この本の著者が、女流仏
像イラストレーターとしても活躍中の田中ひろみさん。
人気の理由を自らこう語った。「写仏は、仏画をなぞっ
て心を整える修行です。仏像の絵の上に半紙を置
き写す場合もありますが、私の本では薄い線をなぞっ
ていくなぞり描きにしました。絵の雰囲気が優しくて、
かわいらしい感じが女性に受けたのかなと思います」

田中さんは異色の経歴の持ち主である。子どもの
頃からイラストレーターを夢見ていたが、両親に「絵
では生活できない。手に職をつけなさい」「看護師
になってお金を貯めたら好きなことをしていい」と言
われ、看護師になって大学病院で働いた後、病院
を辞め、セツ・モードセミナーで絵を学んだ。そして、
持ち前のガッツと行動力で、数えきれないほど出版社
を訪問してはイラストを持ち込み、念願だったイラスト
レーターになる夢を実現させた。

田中さんが仏像に興味を持ったのは大人になって
から。京都の三十三間堂を訪れた時、1,001 体
の千手観音に魅了されたのがきっかけだったと話す。

「恋に落ちるのに理由がないように、仏像に恋をす
るのに理由はありません」と、仏像との“出会い”
を恋に例えてくれた。それ以来、全国の寺をめぐり、
仏像を描くようになったという。

今年 1 月にはなぞり描きシリーズ第３弾『心やすら
ぐご利益別仏像なぞり描き』を出版。このシリーズ
は、田中さんの独特の視点で仏像の特徴を説明し
ているのが、分かりやすくて面白い。他にも『好き
です、近江の仏像』（淡交社）など仏像に関する
本を多数出しており、仏像がグッと身近に感じられる。

「みなさん、奈良や京都にしかいい仏像はないと思っ
ているようですが、お寺のあるところに仏像はありま
すから、もっと身近なお寺に行ってもいいのかなとい
う気がします」と田中さん。これらの本をきっかけに
写仏や仏像に興味を持ったという人も多く、田中さ
んの仏像愛が本を通じてひろがりつつある。

仏像なぞり描きが
心やすらぐと大ヒット

作画はパソコンを使って仕上げる

活 性 人 寺社を活性化させる
キーパーソンに聞く
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風まかせ ⓭
野田博明

1

2

3

4

桃
ち
ゃ
ん
！

　「話
せ
ば
わ
か
る
」

松
田
翔
太
や
有
村
架
純
が
桃
ち
ゃ

ん
や
か
ぐ
ち
ゃ
ん
を
演
じ
る
携
帯
電

話
会
社
の
Ｃ
Ｍ
が
面
白
い
。
大
人
た

ち
に
は
懐
か
し
い
お
伽
噺
の
主
人
公

た
ち
が
交
わ
す
他
愛
な
い
や
り
と
り

が
な
ん
と
も
滑
稽
で
微
笑
ま
し
い
。

そ
の
Ｃ
Ｍ
、
も
ち
ろ
ん
子
供
た
ち
に

も
大
人
気
な
の
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
今

年
、
こ
の
主
人
公
た
ち
の
定
番
の
昔

話
を
Ｅ
テ
レ
で
放
映
す
る
と
い
う
。

と
い
う
の
も
、
桃
ち
ゃ
ん
こ
と
桃
太

郎
や
か
ぐ
や
姫
な
ど
そ
も
そ
も
の
お

話
を
知
ら
な
い
子
供
た
ち
が
多
い
と

の
教
育
現
場
か
ら
の
声
に
応
え
て
の

も
の
だ
と
い
う
。
な
ん
と
も
味
気
な

い
う
す
ら
寒
い
世
の
中
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
童
心

に
戻
り
桃
太
郎
に
ま
つ
わ
る
お
話
し

で
も
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
桃
太
郎

は
オ
ラ
が
村
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
と
唱
え

る
場
所
が
全
国
に
い
く
つ
か
あ
る
。

そ
の
な
か
で
つ
と
に
有
名
な
処
が
、

大
昔
、
吉
備
の
国
と
呼
ば
れ
た
岡

山
県
で
あ
る
。
き
び
団
子
と
い
え
ば

誰
も
が
岡
山
の
お
土
産
を
思
い
浮
か

べ
る
。
桃
の
収
穫
量
だ
っ
て
日
本
一

と
、
そ
れ
は
思
い
込
み
で
実
際
は
６

位
な
の
だ
そ
う
だ
が
、
ず
～
っ
と
時

代
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
恐
縮
だ
が
、
弥

生
時
代
に
は
日
本
一
で
あ
っ
た
。
吉

備
国
の
遺
跡
か
ら
国
内
で
最
多
の

９
６
０
６
個
も
の
コ
ダ
イ
モ
モ
の
種
が

出
土
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
そ
ん
な

こ
ん
な
で
Ｊ
Ｒ
の
岡
山
駅
前
広
場
に

は
り
っ
ぱ
な
桃
太
郎
の
銅
像
が
立
っ

て
い
る
。

そ
の
桃
太
郎
の
伝
誦
を
色
濃
く
残

す
の
が
吉
備
津
神
社
と
吉
備
津
彦
神

社
で
あ
る
。
岡
山
市
の
西
端
に
「
吉

備
の
中
山
」
と
い
う
小
高
い
山
が
あ

る
。
そ
の
西
麓
に
吉
備
津
神
社
、
東

麓
に
吉
備
津
彦
神
社
が
わ
ず
か
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
近
さ
で
鎮
座
し

て
い
る
。
両
社
の
創
建
時
期
は
不
詳

で
あ
る
が
、
式
内
社
で
あ
る
備
中
国

一
之
宮
の
吉
備
津
神
社
は
そ
も
そ
も

吉
備
国
の
総
鎮
守
で
あ
っ
た
古
社
で

あ
る
。
一
方
、
吉
備
津
彦
神
社
は
吉

備
国
が
備
前
、
備
中
、
備
後
に
分
割

さ
れ
た
際
に
備
前
国
一
之
宮
と
さ
れ

る
が
、
平
安
時
代
に
は
備
前
第
一
の

大
社
で
あ
る
と
の
記
録
も
あ
り
、
両

社
と
も
に
古
よ
り
民
の
崇
敬
を
集
め

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

両
社
の
ご
祭
神
・
大オ

オ
キ
ビ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト

吉
備
津
彦
命

（
旧
名
は
五イ

サ

セ

リ

ヒ

コ

ノ

ミ

コ

ト

十
狭
芹
彦
命
）
は
第
７

代
孝
霊
天
皇
の
皇
子
で
、
崇
神
天

皇
の
御
代
に
地
方
平
定
を
果
た
し
た

四
道
将
軍
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
命ミ

コ
ト

こ
そ
が
桃
太
郎
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
時
の
吉
備
国
の
王
は
百
済
か
ら

飛
行
し
て
き
た
温ウ

ラ羅
と
い
う
王
子
で

あ
っ
た
。
吉
備
冠
者
と
呼
ば
れ
た
温

羅
と
五
十
狭
芹
彦
命
の
戦
い
が
、「
備

中
吉
備
津
宮
縁
起
」
や
「
吉
備
津

彦
神
社
縁
起
写
」
に
詳
し
く
語
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
桃
太
郎
伝
説
の
下

敷
き
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
身
の
丈
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

温
羅
は
、
真
っ
赤
な
鬚シ

ュ
ハ
ツ髪
は
蓬
々
と

し
両
眼
は
虎
狼
の
如
く
、
ま
さ
に
鬼

神
の
相
で
あ
っ
た
。
当
時
は
吉
備
の

穴
海
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
っ
た
鬼キ

ノ
ジ
ョ
ウ
サ
ン

城
山

に
築
い
た
鬼キ

ノ

ジ

ョ

ウ

ノ
城
に
籠
り
、
西
国
か

ら
都
へ
向
か
う
年
貢
船
や
往
来
す
る

婦
女
子
を
襲
う
な
ど
暴
虐
の
限
り
を

尽
く
し
民
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
武
勇
の
誉
れ
高
い
五
十
狭

芹
彦
命
が
遣
わ
さ
れ
、
吉
備
の
中

山
に
陣
を
構
え
熾
烈
な
戦
い
を
挑
ん

だ
。
温
羅
は
雉
や
鯉
に
変ヘ

ン

ゲ化
し
、
命

も
負
け
じ
と
鷹
や
鵜
に
化
け
、
大
空

を
滑
空
、
水
中
で
格
闘
す
る
な
ど
妖

怪
大
戦
争
も
顔
負
け
の
死
闘
を
演
じ

る
。そ
の
結
果
、つ
い
に
温
羅
は
敗
れ
、

吉
備
の
冠
者
の
尊
称
を
命
に
献
じ
、

命
は「
吉
備
津
彦
命
」と
改
名
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
討
ち
取
ら
れ
た
温
羅

の
首
は
往
生
せ
ず
に
髑
髏
と
な
っ
て

も
何
年
間
も
吠
え
続
け
る
。
陣
所
の

吉
備
津
宮
（
現
在
の
吉
備
津
神
社
）

の
御
釜
殿
の
地
下
深
く
に
埋
め
て
も

な
お
鳴
り
や
ま
ぬ
。
そ
の
う
ち
温
羅

が
命
の
夢
枕
に
立
ち
、「
妻
の
阿
曽

媛
に
御ミ

ケ饌
を
炊
か
せ
よ
。
さ
す
れ
ば

悪
行
の
償
い
に
釜
を
唸
ら
せ
世
の
吉

凶
を
占
お
う
」
と
告
げ
る
。
そ
れ
に

従
う
や
よ
う
や
く
唸
り
声
は
止
ん
だ
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野田博明
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4

桃
ち
ゃ
ん
！

　「話
せ
ば
わ
か
る
」

松
田
翔
太
や
有
村
架
純
が
桃
ち
ゃ

ん
や
か
ぐ
ち
ゃ
ん
を
演
じ
る
携
帯
電

話
会
社
の
Ｃ
Ｍ
が
面
白
い
。
大
人
た

ち
に
は
懐
か
し
い
お
伽
噺
の
主
人
公

た
ち
が
交
わ
す
他
愛
な
い
や
り
と
り

が
な
ん
と
も
滑
稽
で
微
笑
ま
し
い
。

そ
の
Ｃ
Ｍ
、
も
ち
ろ
ん
子
供
た
ち
に

も
大
人
気
な
の
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
今

年
、
こ
の
主
人
公
た
ち
の
定
番
の
昔

話
を
Ｅ
テ
レ
で
放
映
す
る
と
い
う
。

と
い
う
の
も
、
桃
ち
ゃ
ん
こ
と
桃
太

郎
や
か
ぐ
や
姫
な
ど
そ
も
そ
も
の
お

話
を
知
ら
な
い
子
供
た
ち
が
多
い
と

の
教
育
現
場
か
ら
の
声
に
応
え
て
の

も
の
だ
と
い
う
。
な
ん
と
も
味
気
な

い
う
す
ら
寒
い
世
の
中
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
童
心

に
戻
り
桃
太
郎
に
ま
つ
わ
る
お
話
し

で
も
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
桃
太
郎

は
オ
ラ
が
村
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
と
唱
え

る
場
所
が
全
国
に
い
く
つ
か
あ
る
。

そ
の
な
か
で
つ
と
に
有
名
な
処
が
、

大
昔
、
吉
備
の
国
と
呼
ば
れ
た
岡

山
県
で
あ
る
。
き
び
団
子
と
い
え
ば

誰
も
が
岡
山
の
お
土
産
を
思
い
浮
か

べ
る
。
桃
の
収
穫
量
だ
っ
て
日
本
一

と
、
そ
れ
は
思
い
込
み
で
実
際
は
６

位
な
の
だ
そ
う
だ
が
、
ず
～
っ
と
時

代
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
恐
縮
だ
が
、
弥

生
時
代
に
は
日
本
一
で
あ
っ
た
。
吉

備
国
の
遺
跡
か
ら
国
内
で
最
多
の

９
６
０
６
個
も
の
コ
ダ
イ
モ
モ
の
種
が

出
土
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
そ
ん
な

こ
ん
な
で
Ｊ
Ｒ
の
岡
山
駅
前
広
場
に

は
り
っ
ぱ
な
桃
太
郎
の
銅
像
が
立
っ

て
い
る
。

そ
の
桃
太
郎
の
伝
誦
を
色
濃
く
残

す
の
が
吉
備
津
神
社
と
吉
備
津
彦
神

社
で
あ
る
。
岡
山
市
の
西
端
に
「
吉

備
の
中
山
」
と
い
う
小
高
い
山
が
あ

る
。
そ
の
西
麓
に
吉
備
津
神
社
、
東

麓
に
吉
備
津
彦
神
社
が
わ
ず
か
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
近
さ
で
鎮
座
し

て
い
る
。
両
社
の
創
建
時
期
は
不
詳

で
あ
る
が
、
式
内
社
で
あ
る
備
中
国

一
之
宮
の
吉
備
津
神
社
は
そ
も
そ
も

吉
備
国
の
総
鎮
守
で
あ
っ
た
古
社
で

あ
る
。
一
方
、
吉
備
津
彦
神
社
は
吉

備
国
が
備
前
、
備
中
、
備
後
に
分
割

さ
れ
た
際
に
備
前
国
一
之
宮
と
さ
れ

る
が
、
平
安
時
代
に
は
備
前
第
一
の

大
社
で
あ
る
と
の
記
録
も
あ
り
、
両

社
と
も
に
古
よ
り
民
の
崇
敬
を
集
め

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

両
社
の
ご
祭
神
・
大オ

オ
キ
ビ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト

吉
備
津
彦
命

（
旧
名
は
五イ

サ

セ

リ

ヒ

コ

ノ

ミ

コ

ト

十
狭
芹
彦
命
）
は
第
７

代
孝
霊
天
皇
の
皇
子
で
、
崇
神
天

皇
の
御
代
に
地
方
平
定
を
果
た
し
た

四
道
将
軍
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の
命ミ

コ
ト

こ
そ
が
桃
太
郎
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
時
の
吉
備
国
の
王
は
百
済
か
ら

飛
行
し
て
き
た
温ウ

ラ羅
と
い
う
王
子
で

あ
っ
た
。
吉
備
冠
者
と
呼
ば
れ
た
温

羅
と
五
十
狭
芹
彦
命
の
戦
い
が
、「
備

中
吉
備
津
宮
縁
起
」
や
「
吉
備
津

彦
神
社
縁
起
写
」
に
詳
し
く
語
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
桃
太
郎
伝
説
の
下

敷
き
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
身
の
丈
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

温
羅
は
、
真
っ
赤
な
鬚シ

ュ
ハ
ツ髪
は
蓬
々
と

し
両
眼
は
虎
狼
の
如
く
、
ま
さ
に
鬼

神
の
相
で
あ
っ
た
。
当
時
は
吉
備
の

穴
海
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
っ
た
鬼キ

ノ
ジ
ョ
ウ
サ
ン

城
山

に
築
い
た
鬼キ

ノ

ジ

ョ

ウ

ノ
城
に
籠
り
、
西
国
か

ら
都
へ
向
か
う
年
貢
船
や
往
来
す
る

婦
女
子
を
襲
う
な
ど
暴
虐
の
限
り
を

尽
く
し
民
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
武
勇
の
誉
れ
高
い
五
十
狭

芹
彦
命
が
遣
わ
さ
れ
、
吉
備
の
中

山
に
陣
を
構
え
熾
烈
な
戦
い
を
挑
ん

だ
。
温
羅
は
雉
や
鯉
に
変ヘ

ン

ゲ化
し
、
命

も
負
け
じ
と
鷹
や
鵜
に
化
け
、
大
空

を
滑
空
、
水
中
で
格
闘
す
る
な
ど
妖

怪
大
戦
争
も
顔
負
け
の
死
闘
を
演
じ

る
。そ
の
結
果
、つ
い
に
温
羅
は
敗
れ
、

吉
備
の
冠
者
の
尊
称
を
命
に
献
じ
、

命
は「
吉
備
津
彦
命
」と
改
名
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
討
ち
取
ら
れ
た
温
羅

の
首
は
往
生
せ
ず
に
髑
髏
と
な
っ
て

も
何
年
間
も
吠
え
続
け
る
。
陣
所
の

吉
備
津
宮
（
現
在
の
吉
備
津
神
社
）

の
御
釜
殿
の
地
下
深
く
に
埋
め
て
も

な
お
鳴
り
や
ま
ぬ
。
そ
の
う
ち
温
羅

が
命
の
夢
枕
に
立
ち
、「
妻
の
阿
曽

媛
に
御ミ

ケ饌
を
炊
か
せ
よ
。
さ
す
れ
ば

悪
行
の
償
い
に
釜
を
唸
ら
せ
世
の
吉

凶
を
占
お
う
」
と
告
げ
る
。
そ
れ
に

従
う
や
よ
う
や
く
唸
り
声
は
止
ん
だ
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野田博明（のだ・ひろあき）

昭和26年4月生まれの 65
歳。昭和50年3月、東京
大学卒業と同時に日本興
業銀行入行。広報部長・管
理部長などを経て、みずほ
ホールディングス監査役な
どを歴任、平成23年に退
任。一般社団法人  全日本
社寺観光連盟  理事。
趣味は神社仏閣巡りを兼
ねた旅とグルメ。日本書紀
など古代史が大好き。

鬼の城にて

1 岡山駅東口に立つ桃太郎像（女木島を望む）
2 吉備の中山、左が龍王山、右が茶臼山
3 吉備津神社・比翼入母屋造り本殿
4 吉備津彦神社　手前から祭文殿・渡殿・本

殿
5 敷石と鬼の城西門を望む
6 犬養毅銅像
7 大吉備津彦命の墓
8 山腹の平坦地に波津登玖神社（現・八徳寺）・

右斜め上が御陵

6

7

と
い
う
。
こ
れ
が
鳴
釜
神
事
の
起
り

で
あ
る
と
縁
起
は
綴
る
。
こ
の
伝
誦

は
室
町
時
代
の
「
備
中
国
吉
備
津
宮

勧
進
帳
」
に
も
詳
し
く
記
さ
れ
、
当

時
、
温
羅
伝
説
が
巷
間
に
知
れ
渡
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
御

釜
殿
で
は
今
日
も
阿ア

ゾ

メ

曽
女
と
呼
ば
れ

る
巫
女
が
御
饌
の
世
話
を
し
続
け
て

お
り
、
他
に
も
当
社
が
鬼
み
そ
ぎ
や

花
祭
、
お
な
ご
祭
と
い
っ
た
温
羅
に

ま
つ
わ
る
神
事
に
覆
い
つ
く
さ
れ
て
い

る
の
も
不
思
議
で
あ
る
。

そ
う
し
た
奇
譚
が
お
伽
噺
と
な

る
の
だ
が
、
桃
太
郎
は
も
ち
ろ
ん
吉

備
津
彦
命
。
鬼
は
温
羅
、
従
者
の

イ
ヌ
が
犬イ

ヌ
カ
イ
タ
ケ
ル

飼
武
と
し
て
伝
誦
の
な
か

で
活
き
活
き
と
息
づ
い
て
い
る
。
し

か
も
、
そ
の
登
場
人
物
は
今
も
神
と

し
て
祀
ら
れ
、
多
く
の
人
々
の
尊
崇

を
集
め
て
い
る
。
吉
備
津
神
社
の
本

殿
内
の
外
陣
の
四
隅
に
各
々
御オ

ン
ザ
キ崎
神

社
が
鎮
座
す
る
。
そ
の
一
つ
が
丑ウ

シ
ト
ラ寅

の
方
位
に
位
置
す
る
艮ウ

シ
ト
ラ
オ
ン
ザ
キ

御
崎
神
社

で
、
祭
神
は
温
羅
と
そ
の
弟
・
王
丹

だ
と
い
う
。
神
と
な
っ
た
桃
太
郎
を

祀
る
本
殿
の
内
に
、
成
敗
し
た
鬼
と

そ
の
一
党
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
異

様
で
あ
る
。
一
方
で
、
東
南
隅
の
巽タ

ツ
ミ

御
崎
神
社
の
祭
神
は
知
恵
袋
の
サ
ル

こ
と
楽サ

サ
モ
リ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト

楽
森
彦
命
と
勇
者
の
キ
ジ
・

留ト
メ
タ
マ
ノ
オ
ミ

玉
臣
で
あ
る
。
そ
れ
は
真
横
か

ら
温
羅
を
監
視
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
な
ぜ
こ
う
し
た
様
式
と
な
っ
た

の
か
縁
起
に
謎
解
き
は
一
切
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
忠
義
者
の
犬
飼
武
命

は
ど
こ
へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
本
殿

内
に
姿
は
な
い
。
同
神
社
の
名
所
で

あ
る
長
い
廻
廊
の
突
端
に
建
つ
南
随

神
門
に
鎮
座
し
、
悪
し
き
闖
入
者

に
今
も
警
戒
の
目
を
光
ら
せ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
お
伽
噺
と
云

い
な
が
ら
、
犬
飼
武
の
末
裔
は
実
在

し
、
久
し
く
吉
備
の
国
で
桃
太
郎
を

祀
り
、賀カ

ヤ陽
郡
の
大
庄
屋
を
つ
と
め
、

犬イ

ヌ

カ

イ

ベ

養
部
の
宗
家
で
あ
る
と
の
伝
承
を

伝
え
て
い
る
。
五
・
一
五
事
件
で
青

年
将
校
の
凶
弾
に
倒
れ
た
犬イ

ヌ
カ
イ
ツ
ヨ
シ

養
毅
首

相
が
そ
の
出
自
で
あ
っ
た
。
日
本
一

の
旗
を
背
負
っ
た
桃
太
郎
の
家
来
が

昭
和
の
世
に
総
理
大
臣
と
な
り
、「
話

せ
ば
わ
か
る
」
と
こ
の
国
に
身
命
を

奉
げ
た
。
そ
の
犬
養
毅
の
銅
像
が
南

随
神
門
近
く
の
御
手
洗
池
の
傍
ら
に

空
高
く
聳
え
立
ち
、
今
も
桃
太
郎
の

御
霊
を
見
守
っ
て
い
る
。

一
方
で
、「
吉
備
津
彦
神
社
縁
起

写
」
に
伝
わ
る
桃
太
郎
伝
説
は
か
な

り
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
温
羅
は
異

邦
人
と
し
て
朝
廷
か
ら
征
伐
さ
れ
た

が
、
吉
備
津
彦
に
宝
物
の
鉄
製
品
を

献
上
し
臣
従
を
誓
う
こ
と
で
助
命
さ

れ
、
吉
備
国
の
支
配
を
任
さ
れ
た
と

あ
る
。
そ
の
故
に
か
、
吉
備
の
中
山

の
鬼
門
の
地
に
犬
養
毅
揮
毫
の
注
連

柱
を
擁
す
る
艮
御
崎
神
社
が
別
途
、

手
厚
く
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

温
羅
の
和ニ

ギ
タ
マ魂
を
祀
っ
た
温
羅
神
社
が

吉
備
津
彦
神
社
境
内
に
も
静
か
に
鎮

座
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
社
の
伝

誦
や
祀
り
方
の
相
違
に
、
わ
た
し
は

塗
り
込
め
ら
れ
た
歴
史
の
正
体
を
感

じ
ざ
る
を
え
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
の

温
羅
は
製
鉄
な
ど
先
進
技
術
を
吉
備

国
に
伝
え
、
民
に
慕
わ
れ
た
支
配
者

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
征
服
者
を

正
当
化
す
る
た
め
に
鬼
が
作
り
出
さ

れ
た
、
温
羅
は
そ
の
象
徴
で
あ
っ
た

と
云
っ
た
ほ
う
が
胸
に
ス
ト
ン
と
落

ち
る
大
人
が
読
む
べ
き
桃
太
郎
の
お

伽
噺
で
あ
る
。

吉
備
の
中
山
の
頂
上
に
は
大
吉
備

津
彦
命
を
祀
る
前
方
後
円
墳
が
あ

る
。
そ
の
御
陵
の
裾
に
温
羅
を
祭
神

と
す
る
波ハ

ッ

ト

ク

津
登
玖
神
社
（
現
在
は
八

徳
寺
）
が
ぽ
つ
ん
と
建
っ
て
い
る
。

そ
の
風
情
は
吉
備
津
彦
を
地
中
か
ら

お
守
り
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、

は
た
ま
た
、
古
墳
の
主
は
吉
備
の
王

で
あ
っ
た
私
な
の
だ
と
崖
下
か
ら
吠

え
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
平
安
末

期
、
今
様
歌
謡
を
好
ん
だ
後
白
河
法

皇
に
よ
り
撰
さ
れ
た
「
梁リ

ョ
ウ
ジ
ン
ヒ
シ
ョ
ウ

塵
秘
抄
」

に
、「
一イ

ッ
ポ
ン
シ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ

品
聖
霊
吉
備
津
宮
・
・
・

艮ウ
シ
ト
ラ
ミ
サ
キ

御
崎
は
恐
ろ
し
や
」
と
い
う
当
時

の
流
行
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
怨

霊
と
は
冤
罪
に
よ
っ
て
非
業
の
最
後

を
と
げ
た
魂
が
成
仏
で
き
ず
に
祟
り

を
な
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

歌
は
中
世
の
庶
民
に
も
温
羅
が
吉
備

の
英
雄
で
あ
っ
た
、
文
明
を
開
化
さ

せ
た
王
で
あ
っ
た
と
語
り
継
が
れ
て
い

た
こ
と
の
証
で
も
あ
る
。

過
去
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
・「
平
清
盛
」

で
後
白
河
法
皇
の
若
き
時
代
を
演
じ

た
の
が
松
田
翔
太
で
あ
る
。
今
様
の

携
帯
電
話
Ｃ
Ｍ
で
桃
太
郎
を
演
じ
る

イ
ケ
メ
ン
俳
優
は
艮
御
崎
と
の
宿
縁

を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
こ
れ
は
こ
れ

で
呆
け
た
こ
の
時
世
に
は
似
合
い
の

お
伽
噺
で
は
あ
る
。
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天
照
大
神
が
隠
れ
た
天
岩
戸
が
九

州
か
ら
飛
ん
で
来
て
で
き
た
と
さ
れ

る
戸
隠
山
。険
し
い
山
容
は
、比
叡
山
、

高
野
山
と
並
ぶ
修
験
道
の
霊
場
と
し

て
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
麓
に
戸と

が
く
し隠

神じ
ん
じ
ゃ社
が
あ
る
。
神
仏
混
淆
時
代
に
は

三
千
坊
と
い
わ
れ
た
宿
坊
も
、
今
で

は
限
ら
れ
た
37
軒
が
戸と

が
く
し
こ
う

隠
講
（
戸
隠

神
社
を
崇
敬
す
る
団
体
）
の
講
員
や

観
光
客
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
も
神
社
の
宿
坊
は
数
少

な
い
よ
う
だ
が
、
戸
隠
神
社
で
は
、

神
仏
分
離
と
な
っ
た
明
治
の
頃
か
ら

宿
坊
の
責
任
者
は
神
職
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
、
御お

し師
と
し
て
講
員
と
神

社
の
仲
介
役
で
あ
る
聚し

ゅ
う
ち
ょ
う長
を
任
命
さ

れ
、
世
襲
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

約
20
年
前
、
先
代
を
病
気
で
亡
く

し
、
20
歳
代
前
半
で
宿
坊
を
引
き
継

い
だ
聚
長
の
諏す

わ訪
雅ま

さ
ひ
こ彦

さ
ん
。「
今
振

り
返
る
と
宿
坊
の
仕
事
に
つ
い
て
常

に
原
点
は
何
か
を
模
索
し
な
が
ら
奔

走
し
て
き
た
こ
と
が
、
私
ど
も
が
守
っ

て
き
た
宿
坊
の
原
点
だ
と
思
い
ま
す
」

と
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
。

平
安
の
時
代
か
ら
続
く
旧き

ゅ
う
え
ん
め
い
い
ん

延
命
院 

お
宿や

ど

諏す

わ訪
。
参
詣
者
と
神
を
繋
げ
る

役
目
を
第
一
に
し
つ
つ
、
今
で
は
観
光

客
も
受
け
入
れ
て
お
り
、
希
望
が
あ

れ
ば
お
札
、
お
み
く
じ
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
難
解
な
お
み
く
じ
の

解
説
や
御ご

へ
い
ほ
う
せ
い

幣
奉
製
授
与
も
同
宿
坊
な

ら
で
は
の
も
て
な
し
だ
。
ま
た
宿
坊

内
の
神
殿
で
は
祝の

り
と
し
ゃ
ひ
つ

詞
写
筆
や
ご
祈
祷

も
受
け
ら
れ
、
心
の
平
安
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る
。

創業
およそ平安時代から

2002年頃
客室、お風呂、ロビー、廊下などを徐々に改装

2017年
4月より客室の改装予定

宿坊開設までの歩み

主な体験内容

写真右：宿坊内にある戸隠神社の分霊を祀っ
た神殿でご祈祷が受けられる
写真上：和の空間の客室。全部で６部屋ある
写真下：聚長自ら育て、打った、蕎麦

祝詞写筆、ご祈禱、御幣棒製授与、おみくじ
解説

お宿諏訪を運営する諏訪雅彦聚長

住   所：

T E L ：
U  R  L：
客 室 数：
収容人数：
主な施設：

〒381-4100
長野県長野市戸隠2336番地
026-254-2018
http://www.enmeiin-suwa.com
6室
20名
神殿、貸切浴場（半露天風呂
１、檜ジャグジー）、食事処、
林芙美子ミニギャラリー

長野県

戸と

が

く

し隠
神じ

ん

じ

ゃ社
　宿
坊
　旧き

ゅ
う
え
ん
め
い
い
ん

延
命
院

お
宿や

ど

諏す

わ訪

自
家
製
そ
ば
を
振
る
ま
い
、

食
へ
の
感
謝
、自
然
へ
の
畏
敬
を
伝
え
る

食
事
は
季
節
の
地
の
物
、
信
州
産

の
食
材
に
こ
だ
わ
る
ほ
か
、
戸
隠
で

は
修
験
の
時
代
か
ら
重
要
な
食
べ
物

と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
蕎
麦
は
、

自
家
製
の
在
来
種
。聚
長
自
ら
育
て
、

打
っ
た
、
薫
り
高
い
蕎
麦
が
い
た
だ
け

る
。「
神
社
を
中
心
と
し
た
戸
隠
の
地

域
性
か
ら
、
食
へ
の
感
謝
、
自
然
へ

の
畏
敬
は
純
粋
な
も
の
で
、
大
切
に

し
て
い
る
気
持
ち
で
す
。
ご
宿
泊
の

方
に
も
さ
り
げ
な
く
感
じ
て
欲
し
い
」

と
そ
の
思
い
を
語
る
諏
訪
聚
長
。

今
年
か
ら
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
が
楽
し

め
る
よ
う
装
備
や
ガ
イ
ド
の
準
備
も

整
え
た
。
講
員
の
お
世
話
と
拡
大
を

第
一
と
し
つ
つ
、
一
般
客
に
は
戸
隠
の

魅
力
発
信
も
忘
れ
な
い
。
宿
坊
、
聚

長
以
外
に
他
の
神
社
の
宮
司
を
努
め

る
な
ど
多
忙
を
極
め
る
諏
訪
聚
長
だ

が
、「
今
後
は
戸
隠
の
宿
坊
の
原
点
で

あ
る
戸
隠
講
の
発
展
に
も
努
め
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

宿坊ポータルサイト「和空」に掲載されている注目の宿坊
をピックアップ。宿坊開設までの歩みから運営・サービス
まで、さまざまなお話を伺います。  http://wa-qoo.com

和空presents

宿坊運営ノート
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堀
ほ り う ち か つ ひ こ

内克彦 
プロフィール
寺社旅研究家・
宿坊研究会代表。

「人生を変える寺社巡り」がテーマの寺社
旅研究家。各地で寺社活性化・地域活
性化の講演を実施し、寺院コンサルタント
としても活動中。著書に『宿坊に泊まる』（小
学館文庫）、『こころ美しく京のお寺で修行
体験』（淡交社）、『恋に効く！ えんむすび
お守りと名所』（山と溪谷社）など。

大
阪
・下
寺
町
に
宿
坊
誕
生

次
は
東
京
都
心
部
に
期
待

い
よ
い
よ
宿
坊
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
、
第
一
号
宿
坊
「
和
空 

下
寺

町
」
が
大
阪
に
誕
生
し
ま
す
。
近
隣

の
お
寺
に
お
力
添
え
い
た
だ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
が
行
え
る
宿
坊
と
な
る

予
定
で
す
が
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
政
治
、

観
光
、
建
築
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
業

界
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
が
次
に
注
目
し
て
い
る
の

は
、
東
京
の
寺
社
に
新
た
な
宿
坊
が

開
設
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
す
。
現
在
、

東
京
23
区
内
に
は
宿
坊
が
ほ
ぼ
あ
り

ま
せ
ん
。
東
京
都
内
な
ら
青
梅
市
・

御み
た
け
さ
ん

岳
山
の
武む

さ

し

み

た

け

蔵
御
嶽
神じ

ん
じ
ゃ社

に
宿
坊
街

が
あ
り
ま
す
が
、
都
心
部
か
ら
は
距
離

が
あ
り
ま
す
。
東
京
は
国
内
外
問
わ

ず
多
く
の
旅
行
者
が
訪
れ
、
ホ
テ
ル

不
足
は
大
阪
と
並
ん
で
切
迫
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
東
京
の
強
み
は
テ
レ
ビ
局

や
新
聞
社
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
企
業
が
集
ま
っ
て
い
る
点
で
す
。
私

は
こ
れ
ま
で
何
百
件
も
の
取
材
を
受

け
て
き
ま
し
た
が
、「
東
京
近
郊
に
あ

る
宿
坊
は
？
」と
質
問
さ
れ
た
こ
と
は
、

一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
東
京
は
京
都
と
並
ん
で
、
本

山
ク
ラ
ス
の
お
寺
が
多
く
集
ま
り
、
街

中
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
大
き
な
神
社
も

点
在
し
て
い
ま
す
。
も
し
東
京
都
心

部
に
宿
坊
が
出
来
た
と
し
た
ら
、
話

題
を
独
占
で
き
る
で
し
ょ
う
。そ
う
い
っ

た
意
味
で
も
、
ど
の
宗
派
、
ど
こ
の
寺

社
か
ら
宿
坊
が
最
初
に
開
設
さ
れ
る
か

も
重
要
と
な
り
ま
す
。

禅
宗
の
寺
院
に
よ
る
宿
坊
で
あ
れ

ば
坐
禅
、
密
教
寺
院
の
宿
坊
で
あ
れ

ば
護
摩
祈
祷
、
日
蓮
宗
の
宿
坊
で
あ

れ
ば
唱し

ょ
う
だ
い
ぎ
ょ
う

題
行
や
木ぼ

っ

け

ん

か

じ

剣
加
持
、
浄
土
宗

や
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
あ
れ
ば
お
念

仏
、
神
社
で
あ
れ
ば
神
前
祈
祷
や
祝

詞
な
ど
の
体
験
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
人
々
の
関
心
を
引

く
で
し
ょ
う
。

東
京
な
ら
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

人
々
の
大
き
な
関
心
を
引
く

東
京
の
宿
坊
は
一つ
の
お
寺
の
み
な

ら
ず
、
宗
派
全
体
の
顔
と
成
り
得
る

側
面
も
持
ち
ま
す
。
そ
の
効
果
は
他

に
先
ん
じ
て
生
ま
れ
た
宿
坊
ほ
ど
効

果
が
際
立
ち
ま
す
。
私
は
以
前
、
都

内
の
と
あ
る
寺
院
と
一
泊
二
日
の
仏
教

体
験
を
企
画
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
企
画
は
単
な
る
宿
泊
だ
け

で
な
く
、
二
日
間
に
渡
っ
て
修
行
が
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
都
内
で
は
お
寺

に
宿
泊
で
き
る
こ
と
自
体
が
珍
し
く
、

多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

都
心
部
の
宿
坊
は
、
よ
り
多
く
の

人
を
寺
社
の
価
値
観
に
誘
う
重
要
な

入
り
口
で
す
。
ど
の
よ
う
な
宿
坊
が
新

た
に
生
ま
れ
る
か
、
宿
坊
研
究
家
と
し

て
は
興
味
が
尽
き
な
い
話
題
で
す
。

宿坊研究会レポート

東京での宿泊体験イベントで行われた念仏行の様子

東京都心部に宿坊ができれば、大きな宣伝効果を生む
寺社旅研究家・宿坊研究会代表／堀内克彦

第11回

都内の寺院にて行われた仏教体験で参加者が書いた写経

■お問い合わせ先
株式会社和空プロジェクト　〒530-0044  大阪市北区東天満1-11-13　AXIS 南森町ビル9F
TEL：06-4801-8211　FAX：06-4801-8221　http://waqoo-pj.jp

監修：一般社団法人　全国寺社観光協会

 サポート1  宿坊開設の計画・立案から、各種手続きなどトータルでサポートします。
 サポート 2  営業開始後も継続的に集客プロモーションなど運営についてもサポートします。

宿坊新規開設をご検討の寺社様・運営に関する
お悩みを抱える宿坊様へ
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天
照
大
神
が
隠
れ
た
天
岩
戸
が
九

州
か
ら
飛
ん
で
来
て
で
き
た
と
さ
れ

る
戸
隠
山
。険
し
い
山
容
は
、比
叡
山
、

高
野
山
と
並
ぶ
修
験
道
の
霊
場
と
し

て
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
麓
に
戸と

が
く
し隠

神じ
ん
じ
ゃ社
が
あ
る
。
神
仏
混
淆
時
代
に
は

三
千
坊
と
い
わ
れ
た
宿
坊
も
、
今
で

は
限
ら
れ
た
37
軒
が
戸と

が
く
し
こ
う

隠
講
（
戸
隠

神
社
を
崇
敬
す
る
団
体
）
の
講
員
や

観
光
客
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。

全
国
的
に
も
神
社
の
宿
坊
は
数
少

な
い
よ
う
だ
が
、
戸
隠
神
社
で
は
、

神
仏
分
離
と
な
っ
た
明
治
の
頃
か
ら

宿
坊
の
責
任
者
は
神
職
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
、
御お

し師
と
し
て
講
員
と
神

社
の
仲
介
役
で
あ
る
聚し

ゅ
う
ち
ょ
う長
を
任
命
さ

れ
、
世
襲
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

約
20
年
前
、
先
代
を
病
気
で
亡
く

し
、
20
歳
代
前
半
で
宿
坊
を
引
き
継

い
だ
聚
長
の
諏す

わ訪
雅ま

さ
ひ
こ彦

さ
ん
。「
今
振

り
返
る
と
宿
坊
の
仕
事
に
つ
い
て
常

に
原
点
は
何
か
を
模
索
し
な
が
ら
奔

走
し
て
き
た
こ
と
が
、
私
ど
も
が
守
っ

て
き
た
宿
坊
の
原
点
だ
と
思
い
ま
す
」

と
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
。

平
安
の
時
代
か
ら
続
く
旧き

ゅ
う
え
ん
め
い
い
ん

延
命
院 

お
宿や

ど

諏す

わ訪
。
参
詣
者
と
神
を
繋
げ
る

役
目
を
第
一
に
し
つ
つ
、
今
で
は
観
光

客
も
受
け
入
れ
て
お
り
、
希
望
が
あ

れ
ば
お
札
、
お
み
く
じ
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
難
解
な
お
み
く
じ
の

解
説
や
御ご

へ
い
ほ
う
せ
い

幣
奉
製
授
与
も
同
宿
坊
な

ら
で
は
の
も
て
な
し
だ
。
ま
た
宿
坊

内
の
神
殿
で
は
祝の

り
と
し
ゃ
ひ
つ

詞
写
筆
や
ご
祈
祷

も
受
け
ら
れ
、
心
の
平
安
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る
。

創業
およそ平安時代から

2002年頃
客室、お風呂、ロビー、廊下などを徐々に改装

2017年
4月より客室の改装予定

宿坊開設までの歩み

主な体験内容

写真右：宿坊内にある戸隠神社の分霊を祀っ
た神殿でご祈祷が受けられる
写真上：和の空間の客室。全部で６部屋ある
写真下：聚長自ら育て、打った、蕎麦

祝詞写筆、ご祈禱、御幣棒製授与、おみくじ
解説

お宿諏訪を運営する諏訪雅彦聚長

住   所：

T E L ：
U  R  L：
客 室 数：
収容人数：
主な施設：

〒381-4100
長野県長野市戸隠2336番地
026-254-2018
http://www.enmeiin-suwa.com
6室
20名
神殿、貸切浴場（半露天風呂
１、檜ジャグジー）、食事処、
林芙美子ミニギャラリー

長野県

戸と

が

く

し隠
神じ

ん

じ

ゃ社
　宿
坊

　旧き
ゅ
う
え
ん
め
い
い
ん

延
命
院

お
宿や

ど

諏す

わ訪

自
家
製
そ
ば
を
振
る
ま
い
、

食
へ
の
感
謝
、自
然
へ
の
畏
敬
を
伝
え
る

食
事
は
季
節
の
地
の
物
、
信
州
産

の
食
材
に
こ
だ
わ
る
ほ
か
、
戸
隠
で

は
修
験
の
時
代
か
ら
重
要
な
食
べ
物

と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
蕎
麦
は
、

自
家
製
の
在
来
種
。聚
長
自
ら
育
て
、

打
っ
た
、
薫
り
高
い
蕎
麦
が
い
た
だ
け

る
。「
神
社
を
中
心
と
し
た
戸
隠
の
地

域
性
か
ら
、
食
へ
の
感
謝
、
自
然
へ

の
畏
敬
は
純
粋
な
も
の
で
、
大
切
に

し
て
い
る
気
持
ち
で
す
。
ご
宿
泊
の

方
に
も
さ
り
げ
な
く
感
じ
て
欲
し
い
」

と
そ
の
思
い
を
語
る
諏
訪
聚
長
。

今
年
か
ら
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
が
楽
し

め
る
よ
う
装
備
や
ガ
イ
ド
の
準
備
も

整
え
た
。
講
員
の
お
世
話
と
拡
大
を

第
一
と
し
つ
つ
、
一
般
客
に
は
戸
隠
の

魅
力
発
信
も
忘
れ
な
い
。
宿
坊
、
聚

長
以
外
に
他
の
神
社
の
宮
司
を
努
め

る
な
ど
多
忙
を
極
め
る
諏
訪
聚
長
だ

が
、「
今
後
は
戸
隠
の
宿
坊
の
原
点
で

あ
る
戸
隠
講
の
発
展
に
も
努
め
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

宿坊ポータルサイト「和空」に掲載されている注目の宿坊
をピックアップ。宿坊開設までの歩みから運営・サービス
まで、さまざまなお話を伺います。  http://wa-qoo.com

和空presents

宿坊運営ノート
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堀
ほ り う ち か つ ひ こ

内克彦 
プロフィール
寺社旅研究家・
宿坊研究会代表。

「人生を変える寺社巡り」がテーマの寺社
旅研究家。各地で寺社活性化・地域活
性化の講演を実施し、寺院コンサルタント
としても活動中。著書に『宿坊に泊まる』（小
学館文庫）、『こころ美しく京のお寺で修行
体験』（淡交社）、『恋に効く！ えんむすび
お守りと名所』（山と溪谷社）など。

大
阪
・下
寺
町
に
宿
坊
誕
生

次
は
東
京
都
心
部
に
期
待

い
よ
い
よ
宿
坊
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
、
第
一
号
宿
坊
「
和
空 

下
寺

町
」
が
大
阪
に
誕
生
し
ま
す
。
近
隣

の
お
寺
に
お
力
添
え
い
た
だ
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
が
行
え
る
宿
坊
と
な
る

予
定
で
す
が
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
政
治
、

観
光
、
建
築
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
業

界
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
が
次
に
注
目
し
て
い
る
の

は
、
東
京
の
寺
社
に
新
た
な
宿
坊
が

開
設
さ
れ
る
か
ど
う
か
で
す
。
現
在
、

東
京
23
区
内
に
は
宿
坊
が
ほ
ぼ
あ
り

ま
せ
ん
。
東
京
都
内
な
ら
青
梅
市
・

御み
た
け
さ
ん

岳
山
の
武む

さ

し

み

た

け

蔵
御
嶽
神じ

ん
じ
ゃ社

に
宿
坊
街

が
あ
り
ま
す
が
、
都
心
部
か
ら
は
距
離

が
あ
り
ま
す
。
東
京
は
国
内
外
問
わ

ず
多
く
の
旅
行
者
が
訪
れ
、
ホ
テ
ル

不
足
は
大
阪
と
並
ん
で
切
迫
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
東
京
の
強
み
は
テ
レ
ビ
局

や
新
聞
社
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
企
業
が
集
ま
っ
て
い
る
点
で
す
。
私

は
こ
れ
ま
で
何
百
件
も
の
取
材
を
受

け
て
き
ま
し
た
が
、「
東
京
近
郊
に
あ

る
宿
坊
は
？
」と
質
問
さ
れ
た
こ
と
は
、

一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
東
京
は
京
都
と
並
ん
で
、
本

山
ク
ラ
ス
の
お
寺
が
多
く
集
ま
り
、
街

中
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
大
き
な
神
社
も

点
在
し
て
い
ま
す
。
も
し
東
京
都
心

部
に
宿
坊
が
出
来
た
と
し
た
ら
、
話

題
を
独
占
で
き
る
で
し
ょ
う
。そ
う
い
っ

た
意
味
で
も
、
ど
の
宗
派
、
ど
こ
の
寺

社
か
ら
宿
坊
が
最
初
に
開
設
さ
れ
る
か

も
重
要
と
な
り
ま
す
。

禅
宗
の
寺
院
に
よ
る
宿
坊
で
あ
れ

ば
坐
禅
、
密
教
寺
院
の
宿
坊
で
あ
れ

ば
護
摩
祈
祷
、
日
蓮
宗
の
宿
坊
で
あ

れ
ば
唱し

ょ
う
だ
い
ぎ
ょ
う

題
行
や
木ぼ

っ

け

ん

か

じ

剣
加
持
、
浄
土
宗

や
浄
土
真
宗
の
寺
院
で
あ
れ
ば
お
念

仏
、
神
社
で
あ
れ
ば
神
前
祈
祷
や
祝

詞
な
ど
の
体
験
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
人
々
の
関
心
を
引

く
で
し
ょ
う
。

東
京
な
ら
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

人
々
の
大
き
な
関
心
を
引
く

東
京
の
宿
坊
は
一つ
の
お
寺
の
み
な

ら
ず
、
宗
派
全
体
の
顔
と
成
り
得
る

側
面
も
持
ち
ま
す
。
そ
の
効
果
は
他

に
先
ん
じ
て
生
ま
れ
た
宿
坊
ほ
ど
効

果
が
際
立
ち
ま
す
。
私
は
以
前
、
都

内
の
と
あ
る
寺
院
と
一
泊
二
日
の
仏
教

体
験
を
企
画
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
企
画
は
単
な
る
宿
泊
だ
け

で
な
く
、
二
日
間
に
渡
っ
て
修
行
が
組

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
都
内
で
は
お
寺

に
宿
泊
で
き
る
こ
と
自
体
が
珍
し
く
、

多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

都
心
部
の
宿
坊
は
、
よ
り
多
く
の

人
を
寺
社
の
価
値
観
に
誘
う
重
要
な

入
り
口
で
す
。
ど
の
よ
う
な
宿
坊
が
新

た
に
生
ま
れ
る
か
、
宿
坊
研
究
家
と
し

て
は
興
味
が
尽
き
な
い
話
題
で
す
。

宿坊研究会レポート

東京での宿泊体験イベントで行われた念仏行の様子

東京都心部に宿坊ができれば、大きな宣伝効果を生む
寺社旅研究家・宿坊研究会代表／堀内克彦

第11回

都内の寺院にて行われた仏教体験で参加者が書いた写経

■お問い合わせ先
株式会社和空プロジェクト　〒530-0044  大阪市北区東天満1-11-13　AXIS 南森町ビル9F
TEL：06-4801-8211　FAX：06-4801-8221　http://waqoo-pj.jp

監修：一般社団法人　全国寺社観光協会

 サポート1  宿坊開設の計画・立案から、各種手続きなどトータルでサポートします。
 サポート 2  営業開始後も継続的に集客プロモーションなど運営についてもサポートします。

宿坊新規開設をご検討の寺社様・運営に関する
お悩みを抱える宿坊様へ
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四
季
巡
り  

華
景
色

談た

ん

ざ

ん

じ

ん

じ

ゃ

山
神
社
の
白は

く

も

く

れ

ん

木
蓮

談山神社と向かい合った山の斜面に植えられた白木蓮は、大木で
花付きが多く見事。同神社では、お花を紹介するとき、それにまつわ
る歴史や信仰と絡めるなどの工夫をしている。かつて桜の時期に、
中世の頃多武峰（とうのみね）は桜の名所として知られ「吉野初瀬
の花の中宿」とも呼ばれていたことを絡めて、吉野との桜と道の繋
がりを解説して好評だったそうだ。

撮影 原田 寛　鎌倉市在住。古都グラファーとして、日本全国の古都や
歴史の街並みを中心に撮影活動を続けている。日本写真家協会会員。

【談山神社について】奈良県桜井市多武峰319
　社   号：談山神社
　創建年：701（大宝元）年
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監修
一般社団法人 全日本社寺観光連盟

発行人
一般社団法人 全国寺社観光協会

編集・制作協力
株式会社 関西ぱど

発行所
一般社団法人 全国寺社観光協会

（事務局）
〒 530-0044
大阪府大阪市北区東天満 1 丁目 11番13号
AXIS 南森町ビル 9F
Tel : 06 -6360 -9838　Fax : 06 -6360 -9848

寺社Ｎow
第１巻第 13号　平成 29年 3月発行

本誌の表紙、記事、写真、イラストはすべて著作
権法で保護されています。
本誌の許諾なしに複写（コピー）したり、印刷物や
インターネットのＷＥＢサイト、メール等に転載した
りすることは違法となります。

次号は
5月発行の
予定です。

一般社団法人　全国寺社観光協会　本部事務局
〒 530-0044　大阪市北区東天満 1-11-13 9F
TEL : 06-6360-9838　FAX : 06-6360-9848　e-mail : info@jisya-kk.jp

【お知らせ】前号（vol.12）の「行政・観光リポート」でご紹介した、国府まちづくり協議会様より、原稿内容の訂正依頼がありま
したのでお知らせします。
本文内「堀祥岳（ほりしょうがく）さんのお二人がガイドを担当してくださいました」→「堀祥岳（ほりよしたけ）さん、安国寺住職
の堀英信（ほりひでのぶ）さんがガイドを担当してくださいました」
右下写真説明「解説をする安国寺の副住職・堀祥岳さん」→「解説をする安国寺の住職・堀英信さん」

バックナンバーはＷＥＢでもご覧いただけます。 jisya-now.com または

情報掲載、本誌に関する
お問合せは

バックナンバーのご案内
寺社の“いま”を伝える情報誌「寺社Ｎｏｗ」は、全国の寺社に無償でお届けしています。

◆巻頭特集
登録有形文化財建造物制度

◆クローズアップ
臨済宗大本山天龍寺 
塔頭 永明院 住職
國友憲昭

◆巻頭特集
文化財保護と観光支援における助
成金と補助制度

◆クローズアップ
法相宗大本山 薬師寺 管主
村上太胤

◆巻頭特集
寺社を中心とした街づくり
近年活気付く門前町の活動

◆シリーズ：地域と霊場会
びわ湖百八霊場

◆巻頭特集
建築物の耐震について考える

◆インタビュー
東北観光推進機構会長・
東日本旅客鉄道取締役会長　
清野智

寺社NOW

vol.9 vol.10 vol.11 vol.12

宿坊創生プロジェクト第1弾  「和空 下寺町」
2017年4月 OPEN!!

住所：大阪市天王寺区下寺町2丁目5-12　http://www.waqoo-shitadera.jp
運営：株式会社 和空プロジェクト　※宿泊予約に関するお問い合わせは「和空下寺町 開業準備室」まで TEL：06-6533-9177

※イメージです。
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【個人情報の取り扱いについて】
ご記入いただいた個人情報は寺社Nowや同誌バッ
クナンバーの発送および全国寺社観光協会からの
ご連絡以外には使用しません。

< FAX >06-6360-9848

より良い誌面作りのため、寺社の皆様の貴重なご意見をお聞かせください！

誌面アンケート

Q1. 所属
□寺院　　　□神社

Q2. 今号で面白かった記事はどれですか（複数回答可）　※丸数字に○を記入

①巻頭特集：MICE誘致拡大に向けた社寺の取り組み　②特別対談企画：香川県知事　浜田恵造×四国八十八ヶ所霊場会会長・
医王山 多宝院 甲山寺住職　大林教善　③トレンドNow ：新しい禅の世界を体験できる壮大なアートパビリオン「洸庭」が誕生

④行政・観光リポート：“動く漫画”で八溝山をPR　大田原市が全国初の取り組みを実施　⑤インタビュー：河内國一之宮　
枚岡神社宮司　中東弘　⑥職人技：江戸熊手職人 中村屋　⑦うちのお宝：月山寺　中将姫三尊種子刺繍曼荼羅／常陸國總社
宮　太田道灌所用漆皮軍配　⑧集う、育む 体験レポート：浅草神社『家庭の中の小さな神社　神棚づくり教室』　⑨活性人：
イラストレーター・文筆家　田中ひろみ　⑩野田博明　風まかせ：桃ちゃん！「話せばわかる」　⑪宿坊運営ノート：戸隠神社　
宿坊  旧延命院　お宿諏訪　⑫宿坊研究会レポート：東京都心部に宿坊ができれば、大きな宣伝効果を生む　⑬四季巡り  華景
色：談山神社の白木蓮

Q4.今号の記事、広告を見て実際に問い合わせた、もしくは興味を持った内容があれば教えてください。

( 広告を見て問い合わせた、あるいは興味を持ったところの会社・団体名：
　　　　　　　　　　　　　         　)

Q6. 寺社Ｎｏｗへのご要望・ご感想など

( ご記入ください：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

キ
リ
ト
リ
線

お電話番号

ご住所

寺社名 氏名

〒

寺社Nowのバックナンバーおよび、寺社Nowの継続購読をご希望の場合は、
下記の内容をご記入の上（□内　をお願いします）、FAX送信してください。

「寺社Now」ではより良い誌面をつくるために誌面についてのアンケート
を実施しております。下記のアンケートの□内には✓を、（　　）内にはご記
入をいただき、下記まで本紙をファックスもしくは左のハガキ(切手不要)に
てお送り願います。

Q3. 以下の項目で、寺社の取り組みの事例として知りたいものはどれですか（複数回答可）

□観光　□外国人対応　□宿坊新規開設・運営　□寺社イベント　□広報　□地域振興　□結婚式　□後継者育成　□土地活用
□その他（ ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

□継続購読希望□バックナンバー希望 ご希望のバックナンバーの号数に○をご記入ください ※複数可

( Vol.　１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　9　　10　　11　　12 )

Q5. 以下の項目で、知りたい企業サービスはどれですか（複数回答可）  ※丸数字に○を記入

①ホームページ　②ＳＮＳ運用代行　③アプリ開発　④告知ツール制作（掲示物・ダイレクトメール・冊子・チラシなど）

⑤フリーWiFi　⑥自販機設置　⑦喫煙所設置　⑧清掃　⑨老朽化・耐震対策　⑩警備　⑪保険　⑫介護施設　

⑬託児所　⑭土地活用　⑮資産運用　⑯税金対策

⑰その他（ ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
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【個人情報の取り扱いについて】
ご記入いただいた個人情報は寺社Nowや同誌バッ
クナンバーの発送および全国寺社観光協会からの
ご連絡以外には使用しません。

< FAX >06-6360-9848

より良い誌面作りのため、寺社の皆様の貴重なご意見をお聞かせください！

誌面アンケート

Q1. 所属
□寺院　　　□神社

Q2. 今号で面白かった記事はどれですか（複数回答可）　※丸数字に○を記入

①巻頭特集：MICE誘致拡大に向けた社寺の取り組み　②特別対談企画：香川県知事　浜田恵造×四国八十八ヶ所霊場会会長・
医王山 多宝院 甲山寺住職　大林教善　③トレンドNow ：新しい禅の世界を体験できる壮大なアートパビリオン「洸庭」が誕生

④行政・観光リポート：“動く漫画”で八溝山をPR　大田原市が全国初の取り組みを実施　⑤インタビュー：河内國一之宮　
枚岡神社宮司　中東弘　⑥職人技：江戸熊手職人 中村屋　⑦うちのお宝：月山寺　中将姫三尊種子刺繍曼荼羅／常陸國總社
宮　太田道灌所用漆皮軍配　⑧集う、育む 体験レポート：浅草神社『家庭の中の小さな神社　神棚づくり教室』　⑨活性人：
イラストレーター・文筆家　田中ひろみ　⑩野田博明　風まかせ：桃ちゃん！「話せばわかる」　⑪宿坊運営ノート：戸隠神社　
宿坊  旧延命院　お宿諏訪　⑫宿坊研究会レポート：東京都心部に宿坊ができれば、大きな宣伝効果を生む　⑬四季巡り  華景
色：談山神社の白木蓮

Q4.今号の記事、広告を見て実際に問い合わせた、もしくは興味を持った内容があれば教えてください。

( 広告を見て問い合わせた、あるいは興味を持ったところの会社・団体名：
　　　　　　　　　　　　　         　)

Q6. 寺社Ｎｏｗへのご要望・ご感想など

( ご記入ください：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

キ
リ
ト
リ
線

お電話番号

ご住所

寺社名 氏名

〒

寺社Nowのバックナンバーおよび、寺社Nowの継続購読をご希望の場合は、
下記の内容をご記入の上（□内　をお願いします）、FAX送信してください。

「寺社Now」ではより良い誌面をつくるために誌面についてのアンケート
を実施しております。下記のアンケートの□内には✓を、（　　）内にはご記
入をいただき、下記まで本紙をファックスもしくは左のハガキ(切手不要)に
てお送り願います。

Q3. 以下の項目で、寺社の取り組みの事例として知りたいものはどれですか（複数回答可）

□観光　□外国人対応　□宿坊新規開設・運営　□寺社イベント　□広報　□地域振興　□結婚式　□後継者育成　□土地活用
□その他（ ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

□継続購読希望□バックナンバー希望 ご希望のバックナンバーの号数に○をご記入ください ※複数可

( Vol.　１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　9　　10　　11　　12 )

Q5. 以下の項目で、知りたい企業サービスはどれですか（複数回答可）  ※丸数字に○を記入

①ホームページ　②ＳＮＳ運用代行　③アプリ開発　④告知ツール制作（掲示物・ダイレクトメール・冊子・チラシなど）

⑤フリーWiFi　⑥自販機設置　⑦喫煙所設置　⑧清掃　⑨老朽化・耐震対策　⑩警備　⑪保険　⑫介護施設　

⑬託児所　⑭土地活用　⑮資産運用　⑯税金対策

⑰その他（ ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
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